
初
期
議
会
の
貰
族
院
多
額
納
税
者
誓
お
所
属
会
派
に
つ

「
山
田
荘
左
再
関
係
文
轡
」
を
通
じ
て
ー

は
じ
め
に

冗
写
て
は
粥
巨
池
芸
の
貴
砂
完
に
お
け
る
多
頴
納
税
者
統
Π
の
政
治
会
長
川
入

つ
し
て
枯
討
す
る
 
1
院
は
 
g
撲
博
文
の
『
占
蒸
武
.
一
で
「
女
粂
の
ー

、
一

{
 
1
一

を
保
ち
、
政
党
の
伶
弧
を
制
」
す
、
と
さ
九
て
い
る
通
り
、
政
党
か
ら
一
,
,
モ
の
極
推

゛
轟
く
こ
と
か
期
待
さ
れ
、
政
党
は
八
念
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
力
し
靜
穿
の
靴
畔
を
近
め
る
上
で
、
財
政
や
政
策
湃
究
の
た
め
、
效
治
的
な

会
会
や
令
一
湃
は
必
要
て
あ
り
染
工
麥
以
前
か
ら
罷
門
<
の
政
リ
謬
な
梨
ま
り
づ
杉

成
さ
れ
そ
れ
ら
は
伺
志
的
な
染
ま
り
を
越
え
政
治
会
爪
二
攻
長
し
て
、
つ
た
0

こ
、
つ
し
大
政
治
4
一
靜
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
m
究
で
は
、
内
ば
火
の
政
■
リ
爪
岡
と
し

て
の
「
研
岩
ご
や
こ
れ
に
対
抗
す
角
係
に
あ
っ
た
「
懇
活
会
」
や
コ
硫
会
」

-
 
0
ご

に
つ
ぃ
玉
め
ら
九
て
き
た
。
そ
こ
で
の
分
析
の
対
象
は
、
屯
鉄
院
内
で
の
顕
打
な

、し

瀞
^
を
^
^
る
^
加
^
川
"
貝
^
^
[
^
^
此
員
を
中
・
^
と
し
た
も
^
^
じ
^
つ
^
0

^
カ
^
L
 
^
^
^
-
H
^
^
^
小
^
L
^
^
名
に
上
る
多
一
一
^
内
兇
^
心
1
よ
、
'
^
冨
^
)

出
席
芽
も
M
く
政
治
会
湃
が
多
数
欧
を
杉
成
す
る
た
め
こ
よ
電
聾
な
点
宋
を
寺
つ

も
の
で
あ
0
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
政
■
冬
派
所
属
に
つ
い
て
は
、
~
条
あ
ま

」
.
、
平

幸

て

リ
^
訶
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
オ
邪
て
ほ
、
初
捌
四
審
期
に
お
い
て
、
多
知
納
税
煮
貰
の
屯
於
院

效
治
会
派
へ
の
所
輔
が
ど
の
よ
う
に
逃
択
さ
れ
、
そ
の
小
碇
ら
の
倒
心
が
ど
の
よ

、
?
な
力
向
に
狗
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
諄
題
を
庁
明
す
る
大
め
に
、
、
チ
に
使
用
す
る
史
料
は
、
長
予
珂
N
*
野
市
の

^
牙
訂
創
村
ル
Ⅱ
H
古
神
"
・
家
文
セ
U
"
^
て
あ
る
。
本
,
父
■
村
斧
よ
、
こ
の
也
で
、
芥
一
世

以
孤
大
地
・
王
と
し
て
地
^
に
^
き
な
彬
^
智
力
を
^
つ
て
い
た
山
田
家
こ
玉
来
し
た

近
世
.
近
f
に
わ
た
る
影
大
な
央
料
群
で
あ
る
。
本
.
荷
で
夜
り
及
、
つ
の
よ
、
上
記
の

文
芹
群
中
に
含
ま
れ
る
山
Ⅷ
家
第
三
代
当
、
毛
、
長
需
小
選
出
の
多
額
納
税
者
陵

り
や
冴
ミ
田
U
貝
を
鴨
め
た
1
N
左
欝
町
の
関
系
文
北
Π
(
1
F
、
「
山
田
家
文
,
」
)

-
 
3
〕

で
あ
る
。

匪
罪
は
、
こ
の
^
Ⅱ
打
家
文
古
^
を
利
用
L
て
、
第
二
途
会
以
難
、
仞
翊
淑
会
の

多
頴
納
税
名
議
塁
の
畍
嘱
厶
派
に
つ
い
て
検
肘
す
る
も
の
で
あ
る
。

L、

U9 )



τ
帝
国
議
会
開
設
と
多
額
納
税
者
議
員

多
頴
納
兇
煮
賢
は
、
名
付
蝶
の
多
麺
鞭
極
彩
納
利
者
上
位
一
五
名
力
ら
一
名

ト
征
両
四
●
ネ
徐
力
^
^
し

沖
於
小
、

を
長
す
る
(
任
期
七
年
、
当
初
は
北
海
道
、

た
%
多
額
納
税
煮
賢
に
つ
い
て
は
、
同
岫
代
矧
の
小
註
院
批
判
の
中
で
も
多
類

{
.
一

納
税
者
廷
別
へ
の
冷
計
か
多
か
っ
た
こ
と
も
南
り
、
従
才
政
治
活
創
の
河
瀞
ぢ
な

1
0
}

寺
泥
内
階
敬
の
利
益
雍
設
集
日
と
い
っ
た
評
価
力
な
さ
れ
て
き
亢
ま
大
一
1
怖

で
有
叫
縫
員
や
勅
選
議
貝
と
の
比
較
で
、
そ
の
活
劃
の
準
様
怪
を
彬
打
さ
才
る
こ
と

も
多
い
。

例
え
^
、
明
治
三
0
^
の
最
初
の
^
[
^
で
男
角
^
^
員
と
な
っ
た
田
^
^
^
力
樋
村
^
し

て
「
私
も
(
明
治
"
(
)
内
築
者
、
以
下
同
じ
)
三
十
年
に
出
ま
し
た
か
、
成
程

お
新
の
よ
う
こ
多
麺
靴
貝
の
お
方
は
私
等
か
ら
小
す
と
火
変
御
"
建
揚
力
っ
た
よ
、
つ

こ
恐
い
ま
す
ね
。
多
頴
納
税
の
方
力
ら
伯
右
る
と
^
知
^
し
に
さ
れ
大
裂
等
の
ブ

か
ら
申
す
と
、
何
で
ま
た
あ
あ
多
額
銚
税
の
方
は
御
述
喫
'
さ
っ
て
屑
る
の
で
あ
ろ

、
つ
か
し
ら
、
ど
、
つ
も
お
廟
な
ど
で
も
御
一
緒
に
な
る
と
辿
ぐ
避
け
て
外
の
力
に
い
ら

0
し
や
る
と
い
う
よ
う
盲
公
口
で
、
両
方
に
避
け
て
悉
ら
れ
る
よ
う
に
恩
っ
て
尻
り

{
 
6
 
}
:
'
,
.

ま
し
た
」
と
述
べ
る
よ
、
?
に
、
多
頴
納
税
者
議
員
は
、
村
爵
W
山
呉
や
勒
逃
詳
員
に
キ

し
、
謙
遜
、
町
巌
の
態
座
で
あ
っ
た
。

こ
、
つ
し
た
多
領
納
税
名
議
"
ハ
受
楼
は
、
貰
族
陟
と
し
う
帯
会
の
中
て
身
防
が

な
k
立
名
で
あ
る
華
^
^
の
小
^
^
や
長
く
^
治
^
バ
^
に
身
を
躍
き
^
リ
^
山
彫
知
引
Ⅲ
や
か
^

験
を
村
す
る
勅
製
逃
N
を
尊
爪
し
よ
、
つ
と
す
る
"
纖
力
も
亢
ら
し
大
も
の
と
思
才
1

る
。
ま
た
、
多
顧
納
兇
行
滅
員
の
易
合
リ
冶
三
0
年
の
最
W
0
多
纈
納
お
者
啓
L

改
"
越
で
.
円
送
さ
れ
た
の
は
わ
ず
力
に
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
力
牙
す
よ
、
つ
に
、

仔
抑
d

ヒ
年
を
"
折
め
る
と
、
殆
ど
再
選
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
貴
靜
磨
舟
R
か
袖
し
名

挙
、
伴
、
つ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
註
小
下
の
亙
[
誓
資
格
者
一
五
名
の
内
で
そ
の
地

位
を
独
占
せ
ず
に
他
に
も
訣
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
、
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

^
、
告
^
均
こ
^
゛
け
^
^
^
^
^
^
北
^
^
^
と
^
^
し
^
^
叩
^
と
し
^
^
糸
野
力
心
^
行

さ
れ
ず
、
こ
れ
も
府
吸
賢
や
勅
導
賢
蝶
巌
す
る
一
因
で
あ
っ
た
と
ぢ
ぇ
ら
ー
る

=
i
}

し
か
し
、
既
こ
別
稿
一
喜
及
し
た
よ
う
に
、
多
怨
納
税
者
議
員
は
梦
一
叫
に
現
れ

る
謙
遜
、
述
感
尋
累
で
は
、
府
県
の
代
表
で
あ
る
と
の
倒
e
の
も
と
に
、
奨
武

外
で
、
避
出
県
の
利
益
を
衆
"
陛
一
貰
や
設
謹
小
に
剥
わ
る
有
厨
静
員
・
判
述
帯
員

と
述
猫
し
て
守
ろ
う
と
す
る
活
動
を
行
う
な
ど
注
目
す
べ
き
政
仏
網
な
打
野
U
を
果
た

し
て
い
た
の
で
畠
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
田
荘
左
衛
門
に
お
い
て
も
祠
様
で
あ
っ
た

M
風
繋
一
が
刑
股
さ
れ
た
ぱ
か
り
で
、
靴
も
か
は
じ
め
て
の
賀
族
院
靜
員
で

b
寸
一
一
、

4
{
あ
っ
た
期
出
に
お
い
て
は
、
多
額
納
税
者
議
員
は
、
議
員
と
し
て
の
役
仰
を
果
た
そ

う
と
す
ゑ
鞭
か
強
く
現
れ
て
い
る
。

山
騨
%
新
門
は
、
長
蛎
県
納
宥
額
上
位
一
五
名
中
卵
一
位
の
謎
怨
・
用
税
名
で
あ

り
、
咽
治
二
三
年
の
最
初
の
^
一
^
で
当
[
^
、
勃
^
さ
れ
た
。
当
一
^
後
、
^
野
退
小
を
代

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ロ
^
^
^
^
さ
^
^
^
り
伊
、
^
^
^
^
旧
^
^
等
^
仏
抽
小
^

山
史

一
一
一
一
政
出

少
が
よ
、

Ⅱ
{

嫉
ハ
^
ワ
回
釦
拓
集
網
成
^
日
御
上
坤
と
^
^
ニ
^
N
佛
逆
邪
之
t
を
引

す
る
為
識
小
淡
小
竺
於
て
午
餐
を
似
し
皮
候
脚
、
来
る
十
一
月
三
日
午
市
↓

一
"
司
迅
へ
仰
来
申
被
下
・
度
、
此
段
御
穿
内
迄
如
此
に
御
座
候
樹
貝

ト
ー
一
'
十
 
U
 
内
証
"
心
券

f
 
1
,
一
]
し
¥
ー
"
,

1,
1・」

他の



追
而
御
革
口
勢
る
主
十
Π
迄
倒
旭
縦
被
卜
漢
焼
也

[
S
]

と
の
1
U
翰
゛
臣
っ
て
し
る
。
ま
た
、
山
Ⅱ
痴
身
も
支
寺
告
に
ょ
る
於
十
恭
器
1
詫
壬

の
村
削
R
ι
一
一
に
身
し
、
^
・
N
ι
ツ
以
后
一
身
ヲ
艇
二
1
畦
シ
、
 
L
 
、
,
1
H
皐
ノ
喩
小
栄
ヲ
万
什
、
雌

'
.

、ノ

{
9
]

誓
伝
へ
港
り
下
ハ
俳
フ
張
備
ヲ
水
川
二
保
タ
ン
」
と
冷
一
べ
て
、
婁
ヒ
と
モ
於
へ

徐
"
す
る
却
態
を
池
っ
て
い
る
。

こ
、
つ
し
た
小
1
"
院
小
の
,
民
選
、
で
島
る
多
一
御
納
税
者
滋
n
た
ち
は
、
一
艦
会
幻
没

前
か
ら
、
一
っ
の
Ⅱ
仏
を
形
成
し
て
、
碇
会
逮
営
に
刈
わ
み
、
0
と
す
る
。
よ
な
わ
ち
、

^
リ
^
一
^
ご
一
"
^
月
^
多
^
^
^
^
粲
"
^
Π
一
^
一
^
に
ょ
っ
^
讐
^
さ
^
^
0
^
、
"
々
こ
虫

殉
の
政
治
グ
ル
ー
プ
の
形
成
か
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
そ
の
状
況
を
「
山
測
家

^
古
^
に
一
^
^
^
兜
料
を
小
、
^
に
た
ど
0
 
て
見
た
い
Y

一
"
〕

ニ
、
多
額
納
税
者
議
員
仮
事
務
所
の
創
設

多
都
納
税
煮
山
旦
の
厶
霄
は
、
各
W
小
で
の
反
蹴
後
剖
も
な
、
、

明

一
一
示
八

伽

月
二
0
Π
に
岐
・
N
裟
轟
の
渡
辺
藁
口
の
呼
ひ
か
け
に
ょ
り
、
岐
,
Π
卜
市
で
Ⅲ
か
れ
た

引
.
親
今
τ
哨
矢
と
す
る
よ
、
つ
で
あ
る
。
唆
町
一
は
、
多
額
納
税
苛
艦
n
ψ
ヨ
選
考
こ
村
し

「
御
避
暑
'
勢
棚
飼
佃
見
物
と
し
て
本
Ⅱ
二
十
U
御
巻
延
」
の
案
内
を
送
0
て
お

一
扣
」

こ
の
亦
仏
は
山
Ⅱ
の
も
と
に
も
珊
い
て
い
る
。

、

り

し
力
し
、
そ
の
△
谷
の
縣
染
を
渡
辺
が
山
心
に
伝
え
た
ル
誠
劫
こ
よ
る
と
「
昨
二
十

日
岐
挙
寸
二
戻
テ
勉
總
会
俳
驫
咲
迅
、
案
八
仰
来
央
ノ
人
1
上
ノ
設
ニ
テ
遺
惑
ノ
'

リ
」
と
述
べ
る
こ
と
く
最
初
の
会
介
に
は
参
加
者
か
小
ノ
数
で
あ
っ
た
よ
、
?
で
あ
り
、

そ
の
た
め
^
1
会
Ⅱ
リ
畔
川
こ
ゾ
上
テ
Π
E
井
汁
?
U
水
釦
轟
艦
女
焼
而
乎
来
ノ
方
ー
モ
肱

定
a
・
瓔
」
と
し
て
「
芽
ル
十
月
1
Π
東
力
小
一
丁
h
テ
多
裕
納
税
右
誇
Ⅱ
'
n
ノ
大
心

,
期
1
会
の
貴
靜
洗
多
糠
挟
税
"
地
^
n
の
所
'
会
爪
こ
0
、
て

会
村
計
座
^
と
、
多
額
納
税
名
邦
^
n
へ
藥
会
の
案
火
^
^
送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
1
棚
0
3
仁
右
よ
⑪
リ
一
枯
上
訂
・
・
駆
モ
一
、
'
(
,
'
1
R
.
1
孔
一
唱
 
1
下
応
じ
)

山
Ⅷ
穣

(
糟
Ⅱ
P
ι
・
 
1
郷
仏
斗
(
舗
負
雌
小
}
・
中
キ
央
如
(
愛
知
雫
)
・
林
{
箸
漸

(
了
肝
小
)
・
タ
仏
H
,
1
吾
(
火
坂
・
肘
)
・
古
H
三
戸
"
"
刈
(
,
示
篠
府
)
で
あ
っ
た
。

門こ
ー
ら
の
慨
証
"
<
力
以
後
の
多
毎
納
税
煮
艦
員
川
合
の
小
、
じ
と
な
る
。
な
お
、
 
L
月

二
西
レ
L
は
,
万
M
に
お
し
て
・
門
可
制
大
坂
 
L
厶
島

、

滋
奨

三
爪
、

都
井
、
岐

、

b
,
ト
、

L

〔
n
-

刷
歌
"
な
ど
の
剛
仙
二
・
雁
一
 
0
喋
の
多
菰
納
税
考
碇
Π
ハ
の
会
式
口
が
行
わ
れ
た
。

さ
て
、
-
 
0
月
一
 
0
日
の
染
会
に
は
、
ル
鑾
の
渡
辺
"
吉
、
久
保
m
、
古
田
、

林
、

・
加
モ
ー
瓣
蜜
訂
の
他
設
力
一
¥
右
1
 
(
東
,
示
付
)
、
"
北
田
蔀
右
(
田

証
Ⅱ
^
"
^
^
川
、
^
ノ
、
^
^
れ
^
川
Ⅱ
n
^
糊
仁
^
^
ロ
^
k
可
^
^
ト
^
、
艸
^
^
^
一
^
^
^
^
^

博
途
丙
1
俄
止
(
千
許
小
}
、
山
峪
険
三
(
淡
城
県
)
、
↑
鎚
三
鄭
(
栃
盃
小
)
、

一
四
郵
都
^
汎
口
^
^
m
n
^
心
^
^
^
^
^
Ⅱ
「
庁
^
ロ
ト
^
、
ル
^
^
H
^
↑
^
「
^
^
手
ロ
ト
^
、
^

^
^
.
・
、
^
一
^
^

子
力
扣
ι
π
H
林
、
h
ハ
・
W
 
(
椒
,
J
県
)
 
1
"
蝶
見
尋
轟
石
子
Π
●
、
決
田

^
1
Ⅱ
^
"
^
耳
^
バ
^
^
Ⅲ
「
江
甲
^
^
ー
じ
Π
^
え
^
^
^
^
^
.
"
^
^
R
ト
^
、
^
」
ノ
^
^
^
"
^
^

-
3
-

分
県
)
、
原
忠
順
(
佐
賀
県
)
四
甑
力
二
七
名
が
染
ま
っ
た
と
い
、
つ
。

こ
の
染
会
で
、
「
サ
璽
樂
竺
於
而
会
議
相
剛
キ
多
額
納
税
者
議
員
丈
二
而
、
一

ノ
^
乎
^
^
川
ヲ
^
リ
^
ケ
^
町
二
^
琉
、
芋
^
ム
刺
^
^
,
^
ト
^
"
^
0
^
点
^
ヲ
ル
"
^
ス
ケ
弦
^

-
H
-

砂
"
二
光
一
丁
、
ム
窮
キ
祈
小
力
名
ヲ
^
走
シ
放
4
^
務
師
ホ
Ⅱ
町
二
釈
卦
リ
毅
苫
^
と
決

ま
り
、
「
多
郁
納
税
者
議
n
仮
出
務
所
」
⑪
誘
の
準
俳
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
仮
Ⅲ

^
^
^
Y
H
^
^
'
^
一
よ
一
^
ロ
^
^
X
内
1
H
ト
^
、
^
^
1
U
^
^
^
一
愉
新
訂
=
^
、
^
^
^
b
口
、
4
 
^
^
^

県
)
ル
田
存
{
礼
嚇
川
ι
 
0
女
川
1
<
'
¥
(
群
膓
Π
0
 
の
烈
名
か
醤
{
じ
さ
ー
て
い
る
。

「
多
徹
納
税
行
議
n
<
仮
*
"
誘
」
の
於
初
の
染
会
に
つ
い
て
、
山
田
宛
に
以
下
の
案
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゛
ー

平
「
"
予
テ
偉
妥
壬
・
乙
^
耶
^
一
^
芝
・
^
ム
剛
地
第
.
^
十
^
"
.
万
^
^
険
卜
郁
・
一
ル
修

^
水
、
帰
^
寸
が
ノ
^
^
工
村
"
Ⅱ
・
H
碁
ケ
Ⅲ
山
↓
一
^
Π
『
"
Ⅲ
^
q
ゾ
U
侍
"
え
荏
牙
4
一
打

成
度
此
段
中
進
喋
也
。

^
^
.
、
^
^
^
ー
^
^

一
一
[

案
内
の
通
り
会
合
は
、
明
治
二
三
年
一
 
0
村
三
E
に
行
わ
九
た
。
こ
う
し
た
多
屯
於

一
^
^
^
^
Ⅷ
^
ロ
^
^
^
^
^
^
、
ツ
一
^
^
例
さ
^
る
^
^
^
じ
小
^
^
陟
俳
引
^
^
・
^
^

院
一
貰
金
体
の
嬰
キ
懇
親
会
も
開
か
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
三
条
突
美
九
条
遊

孝
か
ら
の
懇
親
会
の
呼
び
力
け
で
、
-
 
0
月
一
三
U
 
芝
N
斯
に
お
し
て
お
わ
れ
て

-
6
}

い
る
。
こ
れ
は
、
尾
崎
三
良
に
ょ
る
三
条
、
九
条
^
の
建
議
に
ょ
り
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
貴
漢
院
"
貰
と
し
て
互
い
に
眼
包
τ
旨
と
し
利
央
協
同
し
て
圧
"
の
た
め
に勅

コ
ト
カ
^
9
、
^
し
と
の
^
旨
で
あ
り
、
こ
の
後
貴
^
陟
の
光
゛
^
お
則
郡
盆
を
勤
影
、

一
一
i
-

一
逃
、
^
^
命
^
^
^
W
^
舟
^
ロ
^
^
C
^
^
^
、
つ
と
^
,
る
恐
匙
力
^
つ
^
^
ケ
^
猟
坤
L
^
^
、
~
^
4
-

・
^
、
^
灸
'
U
^
^
^
^
W
ゞ
"
^
昌
^
、
^
゛
^
^
^
、
^
^
^
村
^
"
ー
^
一
^
一
^
^
1
司
^
カ

に
は
、

波

^
ま
^
^
。
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
小
^
^
^
^
^
ロ
'
^
、
^
^
^
^
^

{
8
}

辺
荒
口
、
桑
哩
墜
郎
の
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
一
誤
会
鮮
に
お
い
て
右
歯

罷
員
・
功
選
一
誠
員
・
多
額
納
税
葛
議
員
力
迎
会
し
て
政
"
h
誹
訊
を
朽
お
う
と
す
る
劃

き
^
^
り
、
^
山
^
^
一
^
^
^
止
,
^
^
^
^
ら
^
、
^
^
^
タ
タ
^
^
^
^
靜
員
^
こ
^

に
参
加
し
て
い
く
0

こ
、
つ
し
た
賀
炭
院
朋
設
に
司
け
た
多
額
納
税
者
議
日
の
卯
Ⅲ
に
0
、
て
、
^
沖
京

栩
U
新
冏
"
^
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
多
額
納
税
著
議
n
ハ
小
の
「
平
民
烹
弐
の
チ
ャ

キ
f
ヤ
キ
と
剛
え
た
る
U
.
"
井
Ⅱ
卜
の
辻
H
紗
愛
慶
県
の
寸
主
桂
竹
千
"
卯
Ⅲ
門
の
力
ー

兜

川
鳳
^
ヒ
、
U
^
^
^
ト
^
^
藤
門
^
・
寸
^
^
^
^
"
^
^
よ
り
沖
^
^
^
^
^
^
^
^
よ
り
一
^
^

せ
ら
れ
た
る
議
員
と
て
は
、
只
だ
多
纐
納
税
者
の
一
派
に
限
る
こ
と
な
る
を
以
て
談

場
の
釣
会
を
保
た
ん
為
め
に
も
又
は
騨
永
の
利
益
を
図
ら
ん
為
め
に
も
多
額
.
剤
和
静

貝
は
他
累
員
と
会
同
せ
ず
別
に
一
団
体
を
樹
て
ド
る
可
ら
ず
」
と
、
表
し
、
ま
た

^
だ
来
Ⅲ
藩
悪
版
の
関
系
又
よ
貝
他
の
愉
災
力
ら
有
霽
淑
仁
又
は
製
辺
紗
仁
に
甲
=
^

俄
き
人
々
よ
^
々
惇
E
こ
叉
^
し
、
^
に
佐
厶
踵
小
の
^
巾
^
順
^
プ
ぐ
^
^
^
噂
^
帯
[
^
4
付

小
の
X
W
癒
よ
り
成
立
て
る
老
年
厶
頁
諾
氏
の
如
き
は
少
数
な
が
ら
も
皆
有
爵
謬
員

こ
^
口
同
し
^
山
口
乳
^
乢
^
ロ
^
苧
^
^
曾
の
^
名
は
郁
^
も
菊
"
^
論
員
に
^
口
同
し
て
^

(
N
〕

場
こ
立
た
ん
と
の
熱
見
^
か
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
多
額
糾
税
老
"
証
畏
の
み
て
団
結

す
る
か
否
か
、
竹
施
が
分
か
れ
る
訓
而
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
額
納
税
煮
貰
仮
*
務
所
を
誓
"
と
し
て
、
独
自
の
政
務
誹
査
を
行

お
、
0
と
す
る
志
望
は
強
く
、
多
額
納
税
名
霽
貝
は
独
立
し
て
政
務
誕
支
キ
上
訂
う
力
向

と
な
つ
た
。

明
治
二
三
年
一
一
刃
一
五
日
、
多
額
納
税
老
光
賢
仮
小
務
所
で
は
、
多
額
誠
員
全

体
を
四
都
門
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
政
務
梨
お
受
け
持
ち
を
定
め
た
四
部
門
と

よ
、
第
一
部
帝
国
仙
談
及
判
属
鴇
法
律
、
第
二
割
内
務
・
財
務
・
教
育
勢
三
剖
タ

交
及
兜
甫
・
橋
長
染
四
訊
司
汰
・
純
需
耶
で
あ
0
た
。
倒
都
門
そ
れ
そ
れ
て
の

^
嗣
六
ι
釆
^
く
成
る
を
^
口
け
、
四
十
五
名
の
委
員
畍
^
ム
=
を
朋
き
以
て
制
議
^
油
究
し
其
^

{
即
}

決
せ
し
も
の
を
以
て
一
詞
政
務
の
方
針
キ
上
疋
め
ん
」
と
し
た
の
で
あ
0
た
。
仮
小
務

所
は
、
前
述
の
通
り
芙
商
池
徳
院
に
糧
か
れ
た
か
、
洌
会
日
を
月
避
日
と
し
て
、

-
0
一
〕

以
後
、
政
リ
冶
淌
題
に
対
す
る
謬
沓
、
諦
談
力
行
わ
れ
た

泌
会
粥
股
前
で
は
、
例
え
ぱ
、
明
治
二
三
年
九
H
に
公
布
ぎ
れ
た
「
法
律
第
八
四

一
一
コ

内
J
透
ら
れ
て
し
る

'J '

1 1 1

0
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Ⅱ

Ⅱ

W

討
一
コ

部

雛

鈴

地

器

3

鷲

一
コ

器

5

2

抑

H
?
一
り
一2雛

訟

H

閉

捻

6)】り一
り
】劉

瓣

W

狐

-
J
ワ
一2り一別

卯

鰯

3

N

給

8

卿

川

卿

訟

1

B

1

(
命
令
に
勳
則
を
^
す
る
法
^
^
^
に
つ
い
て
、
多
額
納
^
者
淺
員
仮
班
務
一
^
で

牙選
査
力
行
わ
れ
二
三
年
一
一
亘
覚
杏
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
閥
題
ま
、
瑪

一
誹
一

に
別
和
で
^
渕
し
た
の
で
洋
細
は
そ
れ
に
讓
る
^
、
勅
令
や
雀
令
と
い
っ
た
^
命
令
^

に
・
夬
効
碓
を
村
た
せ
る
た
め
刈
余
や
禁
樹
刑
に
処
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
法

役
」
に
つ
い
て
、
す
で
に
火
帯
さ
れ
て
い
た
大
H
本
帝
鼎
一
茨
の
条
文
「
第
二
三
条

H
不
晒
民
ハ
法
律
二
依
ル
ニ
非
ス
シ
テ
述
拡
"
喪
俳
閥
処
隣
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ

、ノ

シ
」
に
述
反
し
て
い
る
の
て
は
な
い
力
と
の
粲
弐
力
*
徐
・
靴
優
跡
力
ら
,
止
示
さ
れ

た
滞
題
で
あ
る
。
こ
九
に
つ
い
て
、
多
額
納
税
*
罷
員
仮
事
務
所
で
は
、
渡
辺
筏
吉
、

、し

山
Ⅲ
鞭
、

、
女
村
行
兵
'
ル
辺
治
右
'
町
糀
口
吉
良
の
名
て
念
見
山
か
是
出
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
内
・
符
は
、
藁
゛
会
餅
剥
査
課
か
作
成
し
た
生
脹
第
八
四
擧
四
礎

止
を
求
め
る
愆
見
井
に
反
対
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
見
円
に
多
都
納
税
者
議

R
の
す
べ
て
が
同
・
望
9
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
さ
て
お
き
、
意
見
古
の
八
,
袰
は
、
多

麺
n
村
者
子
員
力
苹
加
会
則
論
安
深
と
は
独
ユ
y
し
た
1
列
を
上
y
岡
し
た
g
れ
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
、
?
。

こ
、
つ
し
て
、
第
一
健
琴
迎
え
る
と
、
議
案
に
鯏
し
て
仮
汎
務
唖
、
、
政
務
調
査

^
行
わ
北
た
。
そ
の
会
合
を
^
山
Ⅲ
文
古
^
一
^
^
史
料
の
^
閉
で
ま
と
め
る
と
、
^
^

ー
^
の
述
り
と
な
る
。
顎
繁
に
染
会
か
俗
さ
れ
、
轟
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
力
る
。

ま
た
、
こ
の
多
額
納
税
者
淺
員
仮
那
務
所
に
は
、
「
規
均
^
^
あ
り
、
所
柘
淡
員

の
一
散
が
目
指
さ
れ
て
い
た
よ
、
つ
で
あ
る
。
規
約
の
全
父
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
か
、
規
約
小
の
力
鑁
の
方
針
」
に
つ
い
て
、
山
田
宛
の
幹
班
古
輸
の
中
で
以
下

、し

、
謡
一

の
通
り
、
.
祀
さ
れ
て
い
る
。

笄
幣
剥
小
務
所
規
卸
邪
二
条
議
政
の
力
剣
念
<
に
す
る
と
一
工
ふ
の
臘
約
ハ
予
て

1

}

1

1

6

ワ
一

-
i

リ
リ

W

Ⅱ

0
]

吋
b

{
ト1、ト

ι
 
1

?
】

1寸
↓
"
ー
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0
』

り
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-
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i
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器
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器
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討
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一
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兌
^
^
^
ー
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^
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^
一
^
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^
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^
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゛
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6
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11

6
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器
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』
i

訟

Ⅱ

H

器

2
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3

胎

W
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3

訟

ワ
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W

器

口

訟
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2
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器
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器

如

製

1
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2
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討
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一
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-
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【表1】「山田荘左衛門関係立書」から見た多額納税者議員集会関係通知一覧
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口 帶一獣染会
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染会通知
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例会

轟題・"的

供会池加
Ⅱ畷例会

嬉九"御協'
染会迎知
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拠分通知
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弥*ハガキ
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当
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韓乳ハガキ
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れ

幹,打ハガキ
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3
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新がj1ハガキ
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3
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般,1)
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川

90-3.12-231

Ⅱ

貯邪ハガキ

90^3.12-3個

W

90-312-215

郭泓ハガキ

90-3・12-256

÷1" iハガキ

9{ト312、2、12

新■トハガキ

9n、3.欝・250

幹心ハカキ

91卜312-252
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90-3 狸、216
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有
之
喚
へ
ど
も
既
、
a
の
Ⅲ
'
こ
寸
て
此
を
見
れ
は
逝
感
の
Ⅷ
心
な
き
徒
ハ
す
、

依

て
時
士
百
会
会
の
冬
員
に
於
て
第
二
条
涯
の
但
古
を
加
へ
必
t
半
す
る
那

一
.
、
一
"
"
^
^
ノ
Ⅱ
訂
、
'
 
J
^
^
^
^
^
・
1
ー
"
^

牙
二
久
オ
0
1

災
地
剖
題
一
一
付
火
体
ノ
県
U
ヲ
訓
決
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
帝
倒
叉
=
四
ぶ
一
一
汀
シ

、ノ

各
貝
伊
慌
ノ
鞍
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

幹
事

一
刃
十
三
日

こ
こ
で
、
仮
小
務
一
^
^
^
火
体
ノ
可
否
^
を
決
し
た
も
の
は
、
^
会
で
^
各
旦
^

従
ノ
幾
務
ア
ル
^
こ
と
が
硫
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
議
会
剛
股
後
の
^
既
往
の

水
洲
に
^
て
^
を
見
れ
ぱ
避
憾
の
思
な
き
能
ハ
^
9
^
と
す
る
女
く
、
一
山
鵬
徒
共
の
一

欽
が
必
t
し
も
買
徹
し
て
い
な
力
0
た
た
め
に
、
「
服
従
ノ
碇
務
^
ガ
靴
認
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
例
じ
タ
タ
寄
納
税
名
N
貰
と
い
っ
て
も
選
出
県
の
利
皆
関
係
や
效
冶

士
苅
の
述
い
か
あ
り
、
ま
と
ま
り
キ
瓢
持
す
る
こ
と
は
肌
し
力
0
た
も
の
と
思
わ
れ

る
0

政
汝
夕
同
窪
い
は
、
靈
要
墜
飛
で
の
贇
否
の
述
い
に
現
れ
る
。
例
え
ぱ
、
一
僻

^
^
飛
に
つ
い
て
、
仮
小
務
}
^
の
有
力
人
物
で
も
あ
っ
た
原
ホ
^
順
は
、
は
楽
の
延
期
を

求
め
た
か
多
頴
納
税
者
議
熨
の
贇
詞
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
0
た
。
一
月
三
一

多
掘
納
税
名
罷
員
に
^
元
来
一
1
.
紘
と
民
紘
と
は
↓
臣
^
の
瑚
停
あ
る

鳳
は
、

H法
律
な
る
か
^
に
、
民
法
の
修
正
あ
れ
は
、
戸
知
法
も
亦
離
て
修
圧
せ
さ
る
^
か
ら

す
。
足
を
以
て
今
日
電
元
し
て
発
布
す
る
も
、
他
H
民
法
に
修
祀
あ
ら
は
、

令
祥
吹
に
し
て
、
立
は
府
の
信
用
を
天
下
に
失
ふ
所
以
な
り
。
足
れ
余
か
延
捌
説
を

一
リ
一
一

心
'
せ
ん
と
す
る
醒
川
な
り
」
と
、
獣
案
反
対
の
説
揺
を
打
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

W

"
:
上

噺
靭

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
μ
^
^
ら
^
^
^
、
^
^
^
.
^
^
も
^
^
一
^
、
^
^
ム
に
^
^
9
、
^
し
と

し
て
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
採
決
の
場
で
は
源
は
議
席
J
医
席
し
た
と
い
う
。

練
の
退
席
は
、
仮
小
務
所
の
計
決
力
1
条
賛
鴫
に
決
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
原
肉

身
は
こ
の
後
も
禦
飛
の
修
正
あ
る
い
は
延
期
を
似
指
し
、
仮
小
務
所
で
、
王
張
を
緤
り

一
鰯
}

返
し
た
。

凍
は
政
如
山
動
を
、
向
身
受
待
牟
も
あ
る
佐
賀
の
旧
藩
主
鴛
"
支
滞
鹿
'
局

鍋
島
Y
家
の
鍋
島
十
彬
(
子
吸
貰
)
と
同
調
し
て
行
っ
て
い
た
。
鍋
島
は
、
元
老

完
逃
目
の
頃
か
ら
符
縄
政
府
へ
の
独
立
色
が
強
く
賀
声
院
俳
散
後
は
、
谷
干
成
ら
と

政
治
厶
券
旅
を
鈷
成
し
て
政
治
活
動
を
行
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
^
東
京
朝
日
新
開
^

の
扉
述
の
辿
り
、
原
の
場
合
は
、
有
舟
誓
ハ
と
述
挑
し
よ
、
つ
と
す
る
,
董
か
強
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
一
西
年
三
村
、
近
備
餅
(
八
,
匝
、
二
条
紗
山
(
八
,
圃

を
巾
心
と
す
る
財
政
の
調
査
を
伺
的
と
す
る
会
派
「
乱
会
」
に
加
入
し
、
第
二
議

会
に
は
、
鍋
島
と
共
に
谷
干
城
が
學
い
る
「
懇
話
会
^
に
加
入
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
額
納
税
者
議
員
仮
小
務
所
は
、
鼎
和
を
雛
持
し
よ
、
つ
と
し

て
旨
動
し
た
が
、
各
多
知
納
税
著
靴
員
の
梨
吋
鬨
係
や
政
染
荷
の
述
い
は
、
谷
々

に
し
て
顕
在
化
し
、
覗
ま
り
は
"
し
く
な
る
。
仮
小
務
所
排
小
力
ら
山
田
{
沌
に
は
、

以
下
引
用
の
参
染
通
知
が
有
り
、
第
一
瓢
会
に
向
け
た
会
派
的
な
ま
と
ま
り
を
確
認

一
凱
〕

で
き
る
。
.
^
^
口
畔
F
^
・
■
'
ノ
^
、
ケ
^
卸
嗹
"
.
^
γ
「
り
,
N
^
庁
坤
ノ
^
^
勿
'
^
^
一
り
ぞ
芽
日
砥

モ
迫
々
卦
巡
り
父
施
癒
々
Ⅷ
棚
臂
斗
上
鴛
北
有
之
リ
"
小
一
師
力
削
V
ウ
~
上
牙
ル

^
村
^
^
^
Π
ヲ
^
一
^
^
,
^
凶
d
^
^
、
^
^
^
^
、
Ⅱ
^
^
寸
^
一
^
^
÷
"
、
^
鄭
^
^
、
、
^
^

:
 
i
■
1
 
Y
」
T
」
吋
1
ー
,
一
」
ー
^
f
 
・
コ
^
^
凱
一
f
^
叩
M
、
0
 
ト
リ
上

山
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^
一
^
^
Υ
ヤ
バ
^
人
、
^
倒
・
"
^
り
゛
寸
.
堤
ゾ
^
ば
忙
^
抽
¥
"
カ
リ
三
^
^
計
^
.
ト
・
U
'
^
ス
レ
^

・
よ
会
町
切
f
幻
.
ム
U
卸
亨
仰
将
知
 
H
 
1
.
ケ
Ⅱ
"
為
/
'
・
コ
χ
モ
下
小
テ
"
上
オ
珍

し
か
し
、
元
来
、
将
送
出
県
の
刊
"
U
や
政
治
上
,
岡
を
兇
に
す
る
罷
n
染
U
力
河
一

の
井
瞬
居
動
を
行
う
こ
と
に
延
鄭
か
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
多
荊
納
悦
署
議
R
の

団
体
と
は
別
に
、
世
出
燥
の
利
1
 
・
政
塗
山
向
と
い
っ
た
政
治
基
俳
に
即
し
た
会
師

へ
の
再
禦
行
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

^
^
御
一
^
ト
川
^
十
"
^
ト
七
Π
貴
^
梳
多
^
徳
油
^
^
"
子
a
沖
嘔

劃
 
1
己
 
Y
1
一
、
、
ー
ー
゛
ー
ー
h
¥
Ⅱ
゛
'

三
、
地
価
修
正
問
題
の
登
場

そ
、
つ
し
た
小
で
、
多
一
似
納
税
旨
波
n
の
政
治
グ
ル
ー
プ
を
、
分
け
る
重
妾
な
蚊
治
課

題
が
、
地
価
修
正
へ
の
対
燃
と
し
て
現
九
て
く
る
。

地
価
晦
正
よ
、
桑
一
健
工
条
途
乢
て
1
乎
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
地
司
靜
静
の
り

処
と
な
る
地
簸
は
、
米
仙
を
基
礎
に
し
て
算
,
だ
さ
丸
た
力
米
佃
は
地
城
御
に
火
き

な
差
か
あ
り
、
概
ね
東
化
地
力
な
ど
は
交
辿
椴
刈
の
米
発
延
力
ら
低
米
飢
と
な
0
て

い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
北
の
地
或
に
お
け
る
上
地
の
生
産
"
を
勘
穿
し
て
経
一
疋
さ
れ

四
・
'
方
な
ど
で
は
近
世
以
来
の
噂
Ⅲ
作

た
の
で
、
^
に
東
海
・
近
般

小
圃

森
・
藏
・
菜
神
什
な
ど
)
か
島
地
締
の
前
挑
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
艸
.
"

物会
刑
恐
頃
に
な
る
と
、
東
化
地
方
に
も
紗
逸
や
海
磐
゛
ど
の
・
鐙
機
川
ガ
ハ
長
延
し
、

諭
"
Ⅱ
ノ
ー
物
変
1
一
こ
N
 
し
・
U
訂
也
細
の
謝
1
力
闘
排
ゾ
,
る
地
が

米
価
が
上
昇
し
、

力
、

^
^
つ
^
、
、
」
、
つ
し
^
、
、
^
^
住
^
^
^
^
^
"
^
^
^
"
・
^
^
μ
^
司
^
^
^
^
さ
^

比
枚

的
に
高
地
価
に
壁
成
碁
れ
た
府
Ⅲ
小
力
ら
、
地
価
の
修
正
力
讐
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

籾
郷
碇
会
の
貴
Ⅸ
完
多
都
池
税
舎
蔵
n
の
所
輔
会
呼
に
0
い
て

た
の
で
あ
る
。

帝
剛
凧
会
州
没
後
、
衆
罷
院
で
は
、
拘
山
兇
と
改
進
党
の
民
党
勢
カ
カ
^
民
力

木
鰹
」
の
名
の
ド
に
、
「
地
靴
様
減
(
二
盆
染
の
地
郡
1
ら
命
減
を
、
紗
)
」

を
求
め
て
藩
倒
效
府
と
対
立
L
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
地
締
修
正
」

、
一
民
力
休
養
」
の
別
の
形
の
要
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
地
租
嵯
減
」
と
「
地

飢
修
荏
」
は
玉
・
永
予
井
上
ル
カ
一
し
得
る
力
と
し
、
つ
問
恕
力
あ
り
而
立
し
将
な

い
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
と
い
、
つ
点
に
お
い
て
、
県
兄
内
で
も
対
立

が
上
じ
て
く
る
。
す
な
力
ち
、
地
佃
修
正
に
ょ
っ
て
、
,
灸
賀
的
に
減
税
が
地
成
さ
れ

る
地
或
の
津
μ
は
地
価
修
正
を
災
現
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
地
租
幌
減
と
い
、
つ
地

繊
の
課
鳶
卜
を
低
或
な
し
に
は
減
税
と
な
ら
な
い
地
城
は
地
孤
難
減
は
要
求
し
て
も

地
細
修
正
は
歓
迎
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
両
老
の
峨
烈
な
刈
立
力
生
じ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

林
村
染
、
一
,
郵
便
縦
知
.
一
に
発
衣
し
た
「
地
霊
繊
特
別
修
正
法
案
」
で
ほ
「
金

岡
粁
峡
谷
倒
各
郡
の
地
飢
を
J
催
し
而
し
て
熊
の
火
に
小
M
役
な
る
名
を
^
出
し

巡
に
也
和
帷
戒
と
司
時
に
地
価
の
或
る
低
雛
な
る
地
力
に
対
し
特
卿
に
共
の
地
価

{
告
一

を
増
^
細
せ
し
め
ん
と
欲
^
す
と
、
捉
案
^
由
を
述
,
^
て
い
る
。
こ
の
地
価
修
正
の
豊

也
駐
力
俳
博
と
ざ
れ
る
地
力
の
地
刷
"
1
垪
力
、
ヨ

力

咲
こ
よ
也
村
を
隆
或
^
9
る

、

張
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
剛
踵
と
な
る
。

こ
こ
に
地
元
の
利
益
の
対
立
か
ら
地
織
修
正
賛
成
派
と
反
対
泙
力
生
じ
粥
興
加

古
小
都
、

会
内
こ
両
者
の
河
、
.
儿
誓
票
か
形
遊
さ
れ
た
の
て
あ
る
井
む
川
^
の
^
穿
て
は

岩
予
、
・
.
畏
成
、
卞
口
森
、
欣
田
の
一
府
八
山
小
の
地
価
を

大
分
、

福
・
局
、

ー
ー
、

福
岡

1
 
一
一

増
額
す
る
一
力
、
瓣
繊
の
地
租
税
率
を
<
歯
一
律
で
五
厘
設
じ
一
 
0
0
分
の
二
と
す
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史

行
山

"

矛
一

る
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
案
で
地
租
の
堰
加
と
い
う
結
果
に
な
る
束
北
"
小
で
は
、

文1

し
い
反
対
遡
動
が
起
こ
る
。
山
器
小
で
は
、
明
治
二
三
年
三
月
三
 
n
県
令
"

が
主
導
し
て
「
非
地
価
修
正
同
盟
会
」
が
組
織
さ
れ
、
「
我
東
北
地
力
が
地
秘
改
正

の
ψ
尋
石
代
の
低
廠
な
り
し
を
以
て
推
L
て
不
法
の
利
益
を
得
る
も
の
と
見
做
」
す

修
正
案
に
反
対
し
「
引
地
側
修
圧
の
鰈
加
を
唱
へ
我
東
化
地
力
の
危
急
を
砥
は
ん
と

西
一

す
る
^
旨
を
ホ
ー
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
東
化
各
旧
少
じ
薑
ん
と
な
り
、
剛
岡
斌
会
へ

の
述
動
に
つ
な
か
る
。
さ
ら
に
福
岡
、

京
制
で
も
反
対
迎
動
か
起
き
た
。
こ

、

山
U

れ
ら
の
県
力
ら
代
表
委
員
か
来
京
に
送
ら
れ
、
非
地
価
惨
モ
司
親
が
冷
成
さ
れ
る
。

第
一
帯
会
に
笑
際
に
提
山
さ
れ
た
租
率
五
厘
減
の
「
地
州
改
征
条
例
修
正
案
^
は

衆
"
^
院
を
通
過
し
た
^
貴
^
院
で
蜜
^
未
了
^
。
し
か
し
、
天
赤
文
術
(
三
重
県
出

身
衆
議
院
議
厳
、
剛
迫
一
0
年
か
ら
血
於
院
多
柳
納
税
煮
峨
員
)
呈
町
の
「
呼
別

地
郁
修
Ⅱ
法
穿
」
は
上
罷
の
地
釧
修
正
の
地
域
利
害
刈
立
灸
和
北
す
る
結
果
を

卯
い
た
。
そ
の
対
立
は
、
党
派
の
如
何
を
問
わ
ず
、
同
一
党
爪
内
で
も
贇
.
舌
は
列
L
、

党
所
を
超
え
て
贅
成
派
と
反
対
派
が
形
成
さ
れ
、
金
到
的
な
遜
動
と
な
0
て
い
0

〔
帥
〕
オ

第
需
会
の
衆
談
院
に
お
け
る
「
村
別
地
仙
修
正
法
楽
」
甜
の
験
、

贅
成
署
名

を
し
大
"
、
U
員
六
0
名
<
二
,
雁
一
九
"
ご
の
出
,
气
よ
"
久
成
、

、

鄭
一
U
U
、
、
ザ
.
、

千
柴
、

.

.
、

束
■
獄
判
^
が
ー
、
^
Ⅱ
、

愛
知
岐
阜
、
火
阪
、

-
O
N
 
三
重
ル

i
"
ー
.
j
 
-
.
Ⅱ

-
3
〕

島
、
禽
、
 
H
Ⅱ
、
愛
爰

高
知
、

焦
貝
、
槌
本
で
あ
っ
た
。

井
"
「
川
1
Ⅷ
[
上
十
1
ー

が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
大
阪
、
三
重
、
愛
知
、

^
^
ー
.
U
、
古
^
U
1
、

托
砥
y
.
レ
作
一
、
"
向

一
鷲
一

知
、
埼
玉

神
奈
川
、

、

一
紗
Υ
'
"

反
'
詩
岡
ル
酉
1
 
艇
"
小
1
畔
か
U
心
で
あ
 
0
 
た
0

カ
、

一
力
地
価
修
正
反
対
派
も
反
対
漣
動
を
展
湖
し
て
い
る
。
咽
治
二
障
年
二
"
ニ

東
北
北
越
、
長
野
、
京
制
、
樗
岡
大
八
刀
、
山
口
そ
の
也
同
志
が
染

、

Π
に
は

一
当

ま
っ
て
懇
親
会
を
明
く
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
奔
離
院
で
は
こ
の

時
は
、
三
月
四
俊
の
本
厶
系
に
お
い
て
、
贅
成
一
 
0
七
,
反
対
二
一
五
で
否
決
さ
れ

大
牛
辻
会
柊
了
後
も
秋
任
長
乎
、
局
辻
」
吼
制
 
R
口
、
初
剛
、
偏
島
な
ど
の

士
,
y
委
員
は
、
地
価
修
正
の
反
対
趣
動
を
展
開
す
る
た
め
非
地
価
修
正
祠
肌
を
結
戒

一
幻
一

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
參
際
の
動
き
に
対
し
て
、
川
於
院
で
も
こ
の
地
価
修
正
案

へ
嬰
否
忠
動
か
屡
開
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

四
、
地
価
修
正
問
題
と
多
額
納
税
者
議
員
の
政
治
会
派

第
ご
丈
津
」
迎
え
た
貴
族
院
の
伏
況
は
、
右
力
罷
員
を
中
心
と
す
る
小
派
削
は
存

^
し
た
よ
う
だ
^
、
多
^
^
員
を
^
^
9
る
^
一
^
刷
は
^
だ
^
山
^
^
^
9
、
瞬
白
な
^
カ

地
剃
が
で
き
あ
が
っ
て
は
い
な
か
っ
た
、
こ
の
時
期
、
前
述
の
通
り
多
額
納
税
者
議

U
は
、
多
額
納
税
者
仮
靴
員
小
務
所
に
一
応
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
会
員

の
村
脚
力
買
倣
す
る
伏
況
で
は
な
か
っ
た
C

そ
こ
に
起
こ
っ
た
問
題
が
、
こ
の
地
鰄
で
梨
出
が
対
立
す
る
地
価
修
正
閻
題
で
あ

つ
た
。
衆
議
院
で
・
灸
斌
か
行
わ
れ
て
い
る
畔
点
で
、
そ
れ
^
の
対
お
の
た
め
仟
県
こ

よ
る
利
智
惨
係
に
ょ
0
て
、
同
志
の
剥
合
が
は
か
ら
れ
扇
め
た
。
こ
の
こ
と
が
、

築

二
議
会
以
蹄
本
格
化
す
る
擬
族
院
の
政
治
厶
派
の
成
立
に
少
な
か
ら
ぬ
杉
渉
τ
与
え

た
の
で
あ
つ
た
。

ま
ず
顕
著
な
封
き
を
見
せ
る
の
か
、
衆
礒
完
で
・
璽
寵
か
,
胴
ま
っ
た
地
仙
艦
圧
法

楽
の
司
杁
の
可
能
姓
を
危
誤
し
た
、
非
地
価
修
正
派
の
脊
Π
市
吋
多
領
納
税
者
雛
員

^
才
る
Ⅱ
Ⅱ
一
ル
^
律
ド
・
タ
^
判
州
^
^
ロ
ー
轡
^
抑
よ
辨
^
抑
彦
^
辰
^
^
、
^
を
1
F

-1'
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の
通
り
、
伝
え
て
い
る
。

^
^
伽
^
^
^
什
^
^
^
^
^
^
^
^
^
典
。
さ
^
^
^
^
^
一
^
^
よ
り
^
宍
^
W
^
^

挑
出
セ
ル
特
別
地
価
疹
正
審
L
詫
、
村
別
委
員
二
村
託
シ
テ
俳
珍
一
Ⅲ
二
誕
決

致
候
二
付
而
は
右
法
案
可
決
之
上
貰
族
院
へ
回
村
之
都
合
二
立
蚕
り
咳
哉
も
瓣

門
疹
j
 
小
旦
口
1
之
r
よ
会
ー
ノ
゛
二
対
し
岬
ゴ
旧
ー
タ
J
竹
t
f
u
ー
ト
北
'
上
゛
露
一
ナ
レ
、

呼
片
小
^
J
^
ず
"
ノ
^
^
^
上
一
^
寸
^
ー
ナ
祉
り
k
女
ザ
"
 
T
-
^
侮
Ⅱ
、
H
^
シ
^
卸
Y
化
^

轟
、
ノ
^
礼
ヂ
^
"
'
^
"
W
^
村
セ
リ
一
^
H
〒
"
^
=
^
^
碍
乞
三
、
^
打
^
弓
ケ
掃

茶
寮
へ
御
参
会
泰
願
候
。
已
二
作
Π
貴
瑛
院
え
伽
出
院
之
金
須
(
松
三
耶
}
、

工
除
璽
佃
)
、
古
田
(
三
右
排
門
)
、
水
之
江
途
、
角
田
(
林
兵
衛
)
、
長

才
糊
則
Υ
驫
矯
二
は
倒
努
水
有
之
侠
匹
、
瞭
台
二
は
作
H
御
不
参
二
付
、

谷
川
4
Π
U
生
宅
驫
之
上
御
願
可
琵
上
之
ι
夜
切
れ
乍
火
放
*
U
巾
ヲ
以
テ
仰
磁
"
会

ー
,
"
"
{
^
^
リ
一
1

^
一
月
肝
^
^
 
d
甲
^

山
田
桑
R
下

こ
の
古
輸
て
は
、
尿
W
院
て
地
価
惨
正
法
案
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
擬
炭
院
で
反

対
運
捌
を
展
開
す
る
た
め
、
地
矧
修
正
反
対
派
の
府
県
出
身
多
額
納
税
者
成
呉
の
澁

口
吉
良
(
山
口
Ⅲ
小
)
、
金
牙
松
三
鄭
(
{
呂
崎
県
)
、
丁
・
登
得
露
手
県
}
、
冉
Ⅱ
三

^
'
"
^
、
牙
制
斥
^
^
J
ι
汀
勺
^
^
^
^
推
ド
^
^
^
^
Ⅱ
↓
Ⅲ
Ⅱ
、
^
心
杉
打
ト
^
、

鉤
田
林

兵
誇
(
編
島
県
)
力
迎
携
L
、
さ
ら
に
山
田
駐
左
新
町
に
ル
明
1
易
誘
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
波
力
で
は
、
こ
の
後
、
非
修
正
派
と
修
正
派
の
対
立
が
岨
於
院
内
の
多

襖
納
税
老
泌
a
朋
に
現
れ
る
こ
と
が
予
恋
さ
れ
た
。

し
力
し
、
前
述
の
通
り
稚
欝
は
こ
の
禦
飛
を
否
決
し
た
た
め
、
多
頴
納
税
名
淡

一
鶚
}

初
W
ゞ
会
の
貴
加
除
多
瀬
納
税
者
碇
n
の
ず
繍
魯
爪
に
つ
い
て

貝
剛
の
対
立
は
築
一
議
会
で
は
喪
面
化
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
次
議
会
に
向
け
、
地
価
修
正
派
、
非
地
価
修
正
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
多
額

納
税
古
議
n
は
、
既
存
の
多
額
納
税
者
議
員
仮
邪
務
所
で
の
活
動
に
飽
き
足
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
適
う
政
治
会
択
へ
の
参
加
に
分
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
第
一
弓
麥
+
儲
の
明
治
二
四
年
一
 
0
河
か
ら
一
一
河
に
か
け
て
、
貴
族
院

内
に
あ
っ
た
小
会
派
・
0
小
派
胸
か
纏
ま
0
て
政
治
会
派
^
研
究
会
^
が
創
股
さ
れ
た
。

創
鹸
期
の
研
光
冬
は
、
大
原
重
朝
(
伯
爵
)
、
万
坐
小
銘
通
房
(
伯
赫
)
、
岡
部
長
職

(
子
一
世
堀
Ⅲ
畢
北
(
子
碍
)
、
山
内
乢
髞
(
子
爵
)
、
酒
井
帯
X
子
儒
)
、
松
平

来
民
(
子
赫
)
、
鍋
島
十
脆
(
子
爵
)
、
千
御
箪
福
(
男
爵
)
ら
が
中
心
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
創
設
川
に
は
令
東
已
代
治
の
同
志
糾
合
活
動
の
影
包
か
卿
く
、
^
貴

族
院
が
常
に
公
平
中
正
の
見
地
に
立
ち
穏
健
質
実
の
態
煙
を
示
め
し
以
て
政
党
政
治

{
3
〕

に
圈
て
生
ず
る
導
愈
を
防
逃
す
る
の
賀
務
あ
る
」
と
い
、
つ
、
「
非
政
党
主
義
」
が
特

色
と
な
0
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
於
成
院
の
民
党
へ
の
対
抗
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、

'
初
剣
繋
,
一
で
民
党
が
、
泰
し
た
「
民
力
休
養
(
「
地
租
桜
減
)
」
や
そ
の
た
め
の
「
政

警
削
減
」
の
璽
に
反
対
し
、
政
,
付
の
「
桜
極
財
政
」
の
力
劃
を
支
持
す
る
立
場
で

あ
つ
た
。

一
力
で
、
小
於
院
に
は
政
府
か
ら
の
独
立
ミ
舗
す
る
慈
券
力
も
遜
生
し
て
い

た
。
谷
干
^
ら
か
離
治
二
刈
午
末
、
政
治
会
派
^
製
一
活
会
^
を
没
立
し
た
の
で
あ
る
。

『
東
京
削
日
新
蝉
咲
竺
四
年
一
二
月
二
三
日
号
で
は
、
「
島
*
忠
済
、
谷
干
城
、

三
心
女
、
竹
^
祐
津
、
小
沢
武
肌
、
山
川
粘
の
渚
氏
四
十
余
名
は
今
回
繊
凱
川
会
と
^

す
る
一
岡
体
を
麹
織
し
県
公
婦
を
推
し
て
仮
り
に
会
長
と
な
し
た
り
」
と
の
記
事

を
掲
戦
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
近
衛
篤
・
籍
・
一
五
水
基
弘
か
設
立
し
た
三
嘘
会
^
近
衛

他7)



史

J
.
」

山

は
第
一
淡
会
か
ら
^
打
凧
会
ご
と
い
う
政
務
韻
査
の
会
三
L
設
け
て
い
た
^
、
そ
の
打

峅
会
を
発
展
さ
せ
た
も
の
)
か
諫
太
肘
し
て
政
'
雁
の
予
罪
案
や
政
治
磐
冨
を
厳
し
く
断

{
辨
}

督
し
よ
、
つ
と
す
る
。

懇
話
会
の
指
導
各
谷
干
城
は
、
第
二
罷
会
に
^
施
政
ノ
カ
針
二
剛
ス
ル
建
議
案
^

を
捉
出
し
た
。
建
議
案
の
内
響
は
、
打
政
軟
却
キ
L
行
っ
て
予
算
キ
驫
即
減
L
、
民
力
の

養
成
と
国
防
の
完
備
に
充
て
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
建
議
案
に
は
、
民
党

の
予
鮮
刈
咸
の
、
E
f
と
司
督
に
、
政
杓
力
⑪
め
る
珍
政
運
嵐
の
村
価
、
1
設
に
反
村
す

る
も
の
と
認
濃
L
て
、
松
方
内
矧
で
は
、
そ
の
可
決
乳
止
に
動
い
た
。
そ
の
斜
米
、

讐
榮
は
、
九
七
対
七
八
の
堂
比
で
の
否
決
と
な
っ
た
。

そ
の
攻
坊
で
、
^
小
H
広
院
小
ニ
モ
迫
テ
ハ
民
兇
卜
吏
党
ト
ノ
名
^
M
二
小
・
災
発
生

シ
、
知
分
困
耕
ナ
ル
*
二
川
和
成
候
。
其
民
党
ハ
三
暇
会
^
近
一
侍
公
ご
^
)
及
勤
倹

十
終
池
矣
旦
需
一
味
)
ヨ
リ
成
立
シ
、
吏
共
訓
鶚
二
下
・
1
Ⅱ
獣
Υ
五
中

二
御
座
候
。
Ⅱ
訊
忠
R
ハ
町
二
作
N
ス
ル
モ
民
党
ハ
今
鯏
之
敗
北
ニ
テ
懈
枯
ナ
ル
冠

3
-

休
ト
ナ
ル
モ
、
轆
九
令
ス
其
内
一
央
米
ダ
献
画
ナ
ラ
ザ
ル
小
灸
有
之
典
」
と
、
金
子
樂

太
町
ガ
"
膿
博
文
に
智
ず
る
よ
、
つ
に
貞
女
院
仏
に
は
鑾
兄
(
三
肌
会
・
引
心
沖
・
会
・

反
政
・
系
)
と
吏
党
無
九
会
・
政
府
支
持
派
)
の
対
立
が
明
内
と
な
っ
た
の
で
あ

る

杏
翰
中
に
も
あ
る
と
お
り
、
谷
の
建
議
案
^
の
贅
成
者
は
、
第
一
瓢
会
に
お
け
る

懇
契
工
賛
同
者
(
提
携
倒
停
に
あ
っ
た
近
W
麟
の
工
1
お
厶
賣
も
含
む
)
で
あ

-
3
〕

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
徐
鷲
谷
成
箸
名
者
か
、
有
吸
賢
や
勅
導
賢
に
関
し

て
は
既
ね
札
罪
"
会
と
烹
避
会
の
枇
範
岩
と
な
っ
た
。
冷
爵
議
n
と
勅
逃
淡
n
で
は
、

会
一
爪
力
判
辨
し
て
い
る
第
四
罷
会
で
、
大
乳
N
象
削
(
鳥
「
乙
d
月
太
力
・
当
い
る
会
所

無
所

禦
薪
会
と
近
い
)
あ
る
い
は
処
所
属
と
な
ゑ
腎
<
は
い
た
が
、
「
吏
兇
」
側
の
研
究

会
に
入
会
す
る
延
H
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
多
怨
納
税
煮
俄
員
に
つ
い
て
は
、

金
脈
所
属
の
辯
趨
が
こ
れ
で
決
ま
0
た
訳
で
は
な
い
。

谷
の
熊
榮
に
賛
成
料
名
し
た
七
五
名
中
、
多
額
納
税
者
議
員
は
、
以
下
の
三
二

薪
で
あ
る
。

.
1
狐
(
慰
)
詔
早
一
学
(
第
張
会
ま
で
に
辞
職
)
釘
W
武
吉
N
 
(
無
)

森
伝
平
(
研
)
、
一
系
逸
平
(
研
)
、
蟹
江
史
鄭
妾
一
)
、
{
島
總
五
(
研
)
、

^
^
ー
・
U
Ⅱ
、
^
.
リ
^
^
^
^
ノ
、
^
^
^
^
、
^
諦
0
^
^
^
^
引
^
タ
U
寸
王
↓
^
ノ
^
ロ

(
第
四
壁
一
ま
で
に
死
去
)
、
林
・
一
零
衛
門
魯
、
水
,
綜

山
醐
篠

邑
、(

研
)
、
吉
田
二
右
衛
円
(
研
)
、
 
W
誓
(
嬰
座
毛
侮
血
(
研
)
、

鋤

ー
ー割

^
^
ル
郷
秒
^
^
{
^
^
^
圭
^
^
^
^
^
^
^
^
肌
似
^
^
^
^
ゞ
^
^
^
^

^
^
^
^
^
門
i
"
^
^
^
^
^
希
^
^
ヒ
ロ
河
^
^
^
、
^
、
"
 
J

コ
ー
.
E
 
-
ー
.
、

J
)

魯
、

鈴

兵
衛
(
墜
角
界
兵
律
魯
'
器
古
(
狗
)
・
佑
武
重
(
W
)
、

木
伝
近
鄭
至
、
"
起
三
鄭
(
三
)
、
淋
口
吉
良
(
研
)
、
五
士
般
止
(
一
忌

人
新
の
後
の
(
)
内
は
、
築
剛
議
会
で
の
会
派
所
属
を
表
す
。
(
懇
)
・
懇
活
会
、
?
ご

ル

二
既
会
(
人
)
Π
人
羽
Π
,
深
都
(
邑
・
ヨ
究
会
至
・
プ
小
1
肌
会
(
無
)

Ⅱ

多
徹
納
税
者
淡
僕
の
七
張
は
、
将
,
續
小
か
ら
一
名
の
選
出
力
あ
る
の
で
、
四
五
名

で
あ
っ
た
が
、
第
一
議
会
の
後
、
工
藤
寛
街
と
池
田
甚
之
助
が
辞
任
L
た
た
め
、
条

一
試
麥
で
は
凶
烹
名
が
在
籍
し
た
が
そ
の
内
、
三
二
名
が
谷
干
城
の
建
議
案
に
餐
成

署
名
し
た
こ
と
に
な
る
、
こ
の
よ
、
0
な
多
数
の
料
M
は
、
第
一
誕
厶
誕
は
活
動
が
続

い
て
い
た
多
額
納
税
煮
賢
仮
事
務
所
と
し
て
の
憇
向
が
働
い
た
か
ら
で
は
な
い
力

ー」'

峨
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と
^
定
す
る
こ
と
力
W
来
る
。

こ
れ
に
対
し
懇
活
会
と
三
岬
会
と
い
、
0
貨
族
洗
小
の
^
民
笵
」
の
努
力
に
対
挽

す
る
亢
め
仔
究
会
は
'
一
Ⅱ
を
翅
疋
す
る
と
N
<
こ
会
n
の
広
火
に
力
を
K
く
す

一
Ⅱ
〕

こ
と
に
な
る
。
研
究
会
の
初
鰯
会
難
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
論
じ
て
い
る
の
で
、

、L

そ
ち
ら
に
,
辻
る
ガ
会
貝
へ
の
決
J
拘
東
ガ
M
い
川
"
摂
y
制
の
雅
依
な
会
訓
て
あ

つ
メ^
^
一
^
'
^
^
工
は
、
^
ψ
^
"
^
^
^
^
に
^
つ
^
^
カ
^
^
^
よ
っ
^
＼
^
^
燮
、
叫
^
^

"
二
五
日
、
鮮
散
さ
れ
た
。
そ
、
?
し
た
衆
逃
牝
の
伏
況
や
貰
族
院
の
政
淌
此
刊
に
村

^
^
9
る
^
て
、
何
^
^
エ
^
^
工
共
N
Ⅱ
^
爾
ら
^
そ
^
た
^
多
^
^
^
^
淡
n
^
^
得

ガ
試
み
ら
れ
て
い
る
そ
の
僧
Υ
を
Ⅱ
究
会
勺
,
り
は
時
の
ψ
午
寸
千
・
*
門
゛
・
W
ま
、
公
力
需

^
首
棚
に
^
し
て
以
下
の
卿
く
述
、
、
^
て
い
る
、

,
究
会
ハ
イ
Π
リ
会
ヲ
"
シ
,
即
才
之
嘔
、
ル
'
ト
ー
合
ヒ
一
岸
1
・
木
,
ノ
一
n
ミ
、
カ

殴
呼
上
二
女
シ
川
フ
ル
ニ
μ
4
別
川
税
子
n
爪
ヴ
チ
唖
モ
ノ
Ⅲ
良
力
一
W
上
口

ー
ー

翻
判
Ⅲ
仁
1
榔
等
非
厶
己
鞄
一
平
寺
ト
ー
介
ヒ
磁
一
密
ヲ
通
シ
政
仔
ノ
灯
邪
鷲
Ⅱ
呼
迫

策
如
負
助
ス
ル
仔
二
内
釣
郷
叫
"
、
"
涙
力
之
人
貝
ヲ
合
ス
レ
ハ
、
九
.
余
名
二

^
^
^
^
上
'
謝
.
「
^
^
ノ
.
t
.
ノ
^
^
斤
一
々
^
^
゛
呼
t
」
一
^
唾
^
/
 
L
^
.
^
^
引
、
^
^

一
証
一

^
^
ノ
^
、
^
、
、
Ⅱ
^
Υ
ク
^
一
^
、
リ
ー
^
ト
^
^
,
^
ゾ

こ
の
杏
輸
に
一
小
さ
れ
て
い
る
通
り
、
谷
干
城
の
建
漢
飛
に
贇
成
し
た
烹
鴛
税
行

^
^
^
^
^
、
?
^
、
^
^
^
^
^
^
、

H
厶
弓
^
T
を
^
り
U
川
し
、
肝
^
ん

、

Π

ー
ー
ー
ι
 
1
 
」
ー
、

会
訓
に
恢
り
込
ん
で
い
る
。
ル
誤
■
に
弓
れ
た
叫
名
以
外
に
も
、
谷
建
議
案
贇
成
署
名

^
^
^
●
^
丁
^
^
^
四
ト
^
・
ー
「
驫
一
"
ロ
^
n
N
^
゛
・
j
L
雌
心
^
^
叶
Ⅱ
m
H
ム
^
^
、
ノ
ロ
Ⅱ

+
担
則
(
山
形
n
小
)
水
ケ
一
1
n
 
(
火
分
Ⅲ
小
)
、
禽
註
一
二
右
南
門
(
・
獄
剤
府
)
、
朧
毛
一
,
n

^
^
^
Ⅱ
U
M
汀
κ
^
、
Ⅱ
1
^
^
小
件
"
^
、
七
^
汀
.
ト
^
,
主
^
^
^
^
^
h
山
^
^
ト
^
力
Ⅱ
^
^
^
^

に
入
会
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
、
谷
の
建
議
案
賛
成
考
三
二
名
中
、
三
名
が
研

究
会
の
所
属
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
、
つ
に
第
一
驫
会
の

谷
逕
1
穿
呈
出
呼
こ
よ
多
冨
納
税
殻
辻
n
反
*
劣
可
力
あ
る
私
皮
多
ゞ
議
員
を
'
卵

し
て
多
数
の
署
名
者
を
得
た
か
、
そ
の
後
仮
沸
務
所
と
し
て
の
活
動
か
弱
ま
り
、
各

多
勲
乳
Π
の
W
W
に
ょ
り
、
そ
れ
ぞ
北
の
厶
系
所
属
が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で

き
る
で
あ
ろ
、
つ
。

一
力
、
も
と
も
と
谷
の
讐
沈
案
に
箸
名
し
て
い
な
い
多
毎
納
税
煮
貰
が
す
べ
て

研
裂
一
に
嬢
ま
0
た
と
い
、
つ
わ
け
で
は
な
い
。
染
災
非
署
名
者
小
、
<
張
松
三
郎

^
,
U
'
山
川
1
^
放
リ
一
リ
一
仁
^
ム
"
Ⅱ
^
"
六
q
゛

川
崎
賑
峨

^
、
^
^
Π
^
^
一
、
^
^
一
^
^
^
H

水
^
^
小
^
^
句
^
^
ム
エ
に
一
拶
^
し
^
^
^
^
る
^
、
Ⅲ
1
勿
^
・
^
^
^
m
Ⅱ
惰
^
、
=
^
^
ト
^
^
ロ

(
徳
n
小
)
、

1
一
斤
典
太

^
危
"
耳
山
1
^
^
^
心
^
非
ι
"
一
小
・
川
厶
0
ナ
町
^
^
喫
、
.
口
乃
よ

郎域
一
リ
転
と
な
り
(
小
杯
・
げ
兵
玩
よ
第
三
甃
後
死
*
ご
何
究
会
こ
所
属
し
て
い
な
い
0

こ
の
よ
、
つ
に
、
多
植
納
税
者
淡
Π
の
金
爪
所
輔
は
、
谷
の
違
川
奨
へ
の
賛
否
で
尿

趨
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
、
つ
し
た
小
で
、
多

^
^
^
^
ー
^
n
^
へ
丑
^
一
^
^
に
一
^
え
た
ψ
^
^
^
^
^
と
^
、
え
ら
^
る
^
^
、
^
^
^

修
正
法
案
^
に
つ
い
て
の
甃
否
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

、L

染
二
誕
会
に
止
、
衆
逢
兜
で
地
細
惨
正
に
賛
伺
す
る
逃
以
が
誓
え
、
可
決
さ
れ
た
。

帶
二
、
敵
会
は
、
前
述
の
通
り
工
一
打
中
に
早
く
も
解
散
と
な
っ
た
た
め
、
貰
成
院
で

.

は
'
待
議
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
早
枕
貴
族
院
の
判
断
か
岡
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
議
会
後
、
研
究
会
は
多
類
納
税
鷲
峨
員
を
吸
捉
す
る
が
、
ム
系
所
属
か
明
惚

^
^
^
μ
^
^
^
荘
ι
^
、
一
^
^
^
^
^
^
^
ー
^
Y
u
r
J
よ
^
^
L
1
^
^
証
,
 
1
式
7
^
リ
^
^
阜
"

靭
朔
洗
会
の
貰
加
孔
多
掘
剖
悦
"
'
n
の
所
輔
金
爪
に
つ
い
て

n9)



若
尾
逸
平
波
辺
甚
吉
川
崎
正
蔵
鹿
毛
係
皿
溌
口
吉
良
蛤
村
治
烹
郎

山

田
荘
左
↑
阿
、
金
鴛
三
郎
、
{
晶
總
五
、
水
之
江
浩
、
下
郷
伝
平
、
,
局
内
武
重
、

古
田
三
右
衛
門
の
一
五
名
で
あ
る
。
こ
の
小
に
、
一
墨
し
た
瀧
口
が
糾
合
し
た
地
価

^
正
反
^
派
議
員
の
、
金
、
須
(
・
宮
崎
^
、
吉
田
^
京
都
)
、
水
之
江
(
火
^
巳
、
長
谷

(
山
形
)
、
山
田
(
長
野
)
が
含
ま
れ
て
い
る
(
角
細
1
<
衛
(
福
'
局
)
は
例
外

川的
に
肌
諾
厶
爵
属
、
そ
の
所
属
は
別
の
要
因
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
)
。
彼
ら
は
、

研
究
会
が
地
価
修
正
に
反
対
す
る
こ
と
を
鄭
待
し
て
所
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。(

肖

ま
た
、
他
に
も
地
価
修
正
に
反
対
し
て
い
た
県
一
待
の
鹿
毛
(
福
岡
)
、

野
村

水
^
^
^
^
^
=
に
{
^
加
し
て
^
る
。
^
に
^
^
た
^
郵
小
宵
^
に
、
^
^
^
^
^
^
員

に
^
し
、
^
^
^
の
^
小
業
^
^
道
策
^
^
劾
^
す
る
こ
と
で
、
馴
究
会
瀧
同
^
を

染
め
て
い
た
出
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
地
価
修
正
と
い
う
一
種
の
「
民
力
休
養
」
を

批
判
す
る
と
い
う
立
場
は
、
こ
れ
と
蚊
谷
性
が
高
い
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
会
で
は
、
多
額
納
税
著
議
員
の
勲
飾
版
小
し
、
地
仙
修
正

問
魅
で
の
反
対
者
を
吸
収
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
三
昭
会
と
懇
契
工
の
多
額
納
税
者
逃
貝
を
見
る
と
、
地
価
修
正
贅

成
派
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
も
磁
認
が
出
来
る
(
後
述
%

さ
て
、
地
価
修
祀
漢
宋
は
、
第
三
雙
冨
に
も
髮
際
か
ら
提
出
さ
れ
、
三
"
ニ

一
日
可
杁
の
後
、
貨
族
院
に
回
判
さ
れ
た
。
前
述
の
通
り
衆
議
院
で
は
、
錦
二
議
会

以
降
、
地
価
修
正
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
と
は
い
え
、
非
地
価
修
正
派
も
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
地
価
修
正
が
先
行
す
る
こ
と
で
、
財
源
が
不
足

し
地
村
経
減
の
笑
行
か
困
挑
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
地
佃
修
正
で
は
税
負
担

の
難
戒
に
つ
な
が
ら
な
い
地
域
出
,
身
の
議
員
は
、
地
価
修
正
を
歓
迎
L
て
は
い
な
か

寸
1
一
.
ー

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ぱ
^
郵
便
報
知
^
が
以
下
の
よ
う
に
^
え
て

い
る
。

非
地
側
修
正
派
の
会
合
昨
辻
日
午
前
九
侍
よ
り
京
橋
区
詔
メ
胸
町
開
化
亭
に
開

き
た
る
同
会
の
備
者
は
1
竺
4
、
宵
森
・
勃
生
倶
県
包
、
 
W
 
(
」
仏
中
、

^
^
N
・
泊
^
.
Ⅲ
^
^
^
^
卿
^
゛
^
^
H
^
^
・
^
^
"
示
^
^
^
^
^
^
^
^

福
島

両
森
・
弥
生
似
楽
芭
、
二
田
(
是
縦
、
秋
田
・
無
所
属
)
'
木
 
9
国
司
力
。

中
央
一
謬
部
)
、
上
田
(
膿
央
、

山
口

勺
,
,
.
 
J
N
 
f
/
t
オ
●
"
ノ
一
"
仁
リ
ー

岩
手
・
無
所
属
)
、
恋
田
(
畔
夫
、
長
野
・
中
央
交
渉
部
)
、
水
落
(
飾
、
山
口

中
央
交
渉
部
^
、
横
山
^
不
明
^
、
火
久
保
^
不
明
^
等
の
諸
^
廿
余
名
に
し

て
前
日
に
烈
机
き
読
議
会
を
開
き
し
か
大
岡
、
上
田
、
雜
印
等
の
詣
氏
は
衆
誠

院
に
於
て
監
獄
装
鬮
邸
X
介
案
の
通
過
を
勉
め
貴
族
院
に
於
て
は
地
細
修
正
の

否
決
せ
ら
る
様
す
へ
し
と
永
せ
し
も
結
局
一
己
人
の
迎
動
は
兎
も
角
も
本
会

は
飽
く
迄
も
地
租
軽
減
と
地
価
修
正
と
を
併
行
せ
し
む
る
を
以
て
目
的
と
す
べ

{
柁
}

し
と
罷
多
数
に
て
之
を
決
し
散
会
せ
し
は
正
午
頃
な
り
し

こ
の
乱
亊
斗
、
血
硬
憇
見
を
述
、
^
た
と
い
、
つ
大
岡
は
辻
口
県
逃
出
の
大
岡
育
造

(
中
央
六
陸
部
)
、
上
田
は
岩
手
県
逃
出
の
上
田
仰
美
(
無
所
属
)
、
窪
田
は
長
野
県

避
出
の
窪
那
畔
夫
(
中
央
」
、
誰
部
)
で
あ
っ
た
。
彼
ら
衆
議
院
の
非
地
価
修
正
派
の

右
志
考
は
、
衆
議
院
で
は
少
数
で
あ
っ
た
の
で
、
貴
族
院
で
の
法
案
の
否
決
J
畢
み
、

〔
稔
}

貴
族
院
議
員
に
対
し
、
「
非
特
別
地
価
修
正
主
告
ぎ
を
送
付
し
て
反
対
遜
動
を
展

脚
し
た
。
そ
の
小
で
は
、
^
地
価
修
正
の
到
底
実
際
に
行
は
る
^
か
ら
ざ
る
^
は
明

ら
力
と
し
、
「
衆
議
院
は
地
価
一
位
四
千
万
円
以
上
一
億
六
千
万
以
下
の
低
減
修
圧

案
を
通
過
し
、
今
力
に
内
院
の
議
に
上
ら
ん
と
す
、
若
し
此
法
案
を
し
て
延
形
議
た

山
史
':^、
ー」'

Bの



ら
し
め
之
を
灸
行
す
る
に
至
て
は
我
か
弗
凶
の
税
四
従
鳶
し
醍
済
社
会
を
捲
吼
し

徒
ら
に
士
地
雛
併
^
を
進
め
、
^
斯
民
を
圈
窮
の
不
幸
に
礁
」
れ
る
と
述
べ
て
反
対

を
唾
U
か
け
て
い
る
。

冴
才
島
ル
靜
員
で
引
地
側
修
正
の
強
硬
冉
苑
を
述
べ
た
大
岡
、
宏
朧
と
同
じ
口
N
傑
一
嘔

の
多
類
納
税
覧
ず
員
は
、
同
材
に
地
価
修
正
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
皮
ら
、
す
な
わ

^
^
^
卵
^
^
^
^
^
^
^
^
W
^
、
^
^
川
^
^
^
^
^
^
^
ロ
^
^
、
湃
^
^
一
^
.
、
^
^

し
て
し
た
命
石
手
県
選
出
多
餓
納
税
者
義
員
は
工
藤
克
川
幕
任
に
ょ
り
第
=
条
轟

は
^
^
、
^
牙
^
^
^
=
力
ら
^
仔
^
^
^
十
^
^
打
奨
は
墜
折
^
^
。
^
戈
^
^
也
而
惨

正
反
対
派
も
衆
議
院
の
反
対
派
と
速
携
し
て
い
た
が
、
そ
の
拠
点
が
珊
究
会
、
あ
0

た
の
で
あ
る
。

さ
て
貴
絵
院
て
の
地
価
修
止
汰
案
に
関
す
る
,
蕃
淡
で
あ
る
が
、
こ
の
Ⅲ
越
こ
つ

一
話
)

い
て
は
、
拙
普
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
#
紺
は
そ
れ
に
淡
り
、
そ
の
概
要
の
み

記
し
て
お
き
た
い
。

一
掃
一

第
二
議
会
の
貴
族
院
で
は
、
六
河
四
霞
に
本
恪
的
な
・
符
碇
が
姶
ま
る
。

最
初
、
林

宗
右
拶
門
(
誤
叢
会
)
か
蝕
雜
結
の
動
議
を
捉
出
せ
ず
、
瀦
倫
を
尽
く
す
こ
と
を

述
、
^
大
こ
と
力
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
林
友
幸
(
珊
究
会
)
が
寺
刈
妥
員
会
は

え
亨
を
否
扶
し
た
旨
を
述
べ
、
山
口
尚
芳
験
嵜
会
)
は
、
委
兵
会
の
ト
イ
〆
愆
見
と

し
て
地
価
修
正
の
必
饗
を
述
、
^
て
い
る
。
そ
の
後
、
洗
口
吉
良
(
研
究
会
)
は
法
案

に
反
対
し
、
地
嫡
修
正
は
、
一
姉
の
地
組
軽
誠
で
あ
り
こ
れ
で
は
、

適
リ
女
二
よ
也
、
モ

を
材
養
し
価
接
に
は
士
地
兼
併
を
助
長
す
る
も
の
で
細
民
は
却
0
て
迷
窒
9
る
と
倫

じ
大
林
庁
右
佛
門
は
紗
案
賛
成
意
見
を
条
滋
完
逓
過
は
天
下
の
熊
倫
を
示
し
て
お

)
、
地
価
修
正
は
税
の
公
平
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
尾
崎
三
良

、
何
^
^
江
^
一
^
^
^
晶
^
^
^
Ⅲ
^
^
^
一
、
^
^
^
^
河
^
^
一
爪
こ
^
^
^

{
郷
所
属
)
は
反
対
し
て
、
「
一
鬨
ノ
大
引
上
」
よ
り
地
粧
聾
減
は
出
来
な
い
と
し

た
。
曾
^
祐
池
・
(
繊
^
訴
厶
ど
は
賛
成
で
あ
り
、
^
農
民
ガ
国
ノ
基
礎
」
で
あ
る
か
ら

そ
の
偶
凝
を
"
る
、
^
き
で
、
地
価
修
正
は
^
編
重
偏
軽
^
の
是
正
に
^
要
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
財
源
は
政
喪
の
節
減
に
ょ
り
「
現
二
岡
庫
一
需
ラ
カ
ノ
余
裕
ガ
ア
」
る
か

ら
そ
れ
を
光
て
甥
る
と
「
公
平
二
近
キ
案
」
と
し
て
こ
九
を
・
笑
行
す
べ
き
と
述
べ
た
0

m
庁
郡
リ
鄭
(
無
一
"
属
)
は
反
対
で
地
価
修
正
な
ど
の
消
極
的
な
民
力
木
養
よ
り

ι
リ
日
は
治
オ
 
J
f
本
貸
付
等
村
極
の
力
法
を
采
る
、
^
き
で
あ
る
と
逃
.
、
^
た
。
劉
.
、
,
W
旦

彬
(
懇
1
製
巡
は
、
公
平
を
揺
し
、
ま
た
多
く
の
硝
願
書
が
あ
る
こ
と
を
否
決
す
る

こ
と
は
川
来
な
い
し
て
賛
成
意
兎
を
述
へ
た
。

一
托
一

つ
い
て
六
H
六
n
の
密
議
で
は
、
Ⅲ
集
弘
之
(
延
所
属
)
か
ら
、
今
日
日
本
の

、、

υ
況
で
は
政
賀
を
減
ず
る
こ
と
ほ
出
来
な
い
殴
に
、
反
対
で
あ
る
と
四
延
況
が
あ

付
上
札
策

)
、

(
到
契
五
か
ら
は
賛
野
莞
力
墜
べ
ら
れ
た
。

こ
の
六
Π
、
^
九
九
会
は
地
^
^
正
^
桑
の
審
地
^
に
つ
い
て
会
員
に
苫
翰
を
送
っ
て
い

0

研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
山
細
荏
左
衛
門
に
宛
て
た
研
究
会
告
務
委
員
の
井

る
一
 
7
一
輸
で
は
、
研
女
お
地
価
修
正
閥
踵
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

一
、
映
U
之
地
繍
修
正
湖
題
ハ
允
分
討
論
ヲ
尺
え
事
必
要
卜
存
候
二
付
本
会
ス

肘
ソ
暖
欝
ノ
仟
見
迄
モ
反
対
仕
皮
然
ル
ニ
反
対
者
ヨ
リ
討
治
冬
局
ノ
動
成
起

ル
ノ
ー
有
リ
可
硫
凹
1
捗
ヨ
リ
卸
吉
院
相
成
斗
珍
0

と
、
勺
^
さ
^
て
い
る
。

研
究
会
で
は
、
地
郁
修
正
胡
睡
の
吐
油
を
充
分
に
尽
く
す
と
い
う
方
針
で
、
羅
会

に
臨
も
、
つ
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
九
て
い
る
。
賛
否
は
明
硫
に
は
示
さ
れ
て
い
な

、
、
、
、

、
カ
、
反
対
署
(
懇
雨
会
・
三
鵬
会
ご
に
ょ
る
咲
油
終
莢
採
決
を
井
戌
し
て
い
る

Be



こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
第
三
焚
=
の
は
じ
め
に
お
い
て
、
松
方
内
闇
の
選
挙
干

渉
を
比
刈
す
る
^
逮
挙
干
渉
二
測
ス
ル
起
蒸
案
^
を
研
究
会
な
ど
の
政
府
支
^
議
員

の
出
席
が
小
ノ
数
で
あ
る
剛
陳
キ
ル
大
い
て
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
禦
九
会
の
出

席
者
が
少
な
い
隙
を
突
か
れ
る
こ
と
を
瞥
戒
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
灸
畷
研
究

会
の
島
内
武
玉
よ
、
六
打
ヒ
日
の
兆
診
力
始
ま
る
に
弥
し
て
劃
心
乳
餅
の
剛
一
・
削
を

(
揺
}

是
川
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
纛
見
を
述
、
^
て
い
る
。

一
円
〕

六
月
ヒ
日
、
本
会
泌
で
は
、
恕
話
会
の
師
利
谷
干
^
ガ
先
に
捉
出
し
た
^
施
政

ノ
カ
針
二
関
ス
ル
讐
柴
」
の
趣
旨
に
ょ
っ
て
法
案
に
反
対
す
る
と
述
べ
、
地
仙
修

f
こ
允
て
る
国
庫
の
<
帯
は
無
い
と
し
、
特
に
倒
坊
の
た
め
の
熈
訓
叫
や
禅
海

下
関
珂
峡
七
・
薪
っ
た
よ
、
つ
な
要
佃
の
砲
'
口
に
ょ
る
防
例
力
π
,
元
ノ
'
な
仟
汐
て
は

-
t
i
』

小
渕
係
の
予
μ
リ
を
硫
保
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
し
の
て
あ
る
と
、
王
砥
し
、
^
r
城
院
ノ

貴
漢
院
、
飛
熱
牝
ハ
衆
迅
究
、
じ
ノ
川
ク
ニ
ナ
ッ
テ
コ
ソ
始
メ
テ
而
院
ノ
卿
厶
H
ノ
立

ツ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
議
沿
ハ
願
ハ
ク
ハ
倒
家
ノ
タ
メ
ニ
本
員
ノ
謬
二
参
同
セ
ラ
レ
ム
コ

三
廸
女
(
眼
耕
傘
ご
は
、
地
雁
の
不
平
均
に

ト
ヲ
希
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
た
。

方

は
^
^
^
、
^
^
^
^
ま
り
、
^
^
よ
り
^
肌
^
^
^
^
^
^
k
一
っ
て
^
り
、
-
Y
つ
し
^
^

嶺
院
匝
洪
'
の
抹
殺
は
貰
声
院
の
挙
M
で
あ
る
か
は
敗
重
に
判
W
す
ぺ
き
で
そ
、
つ

し
た
貞
を
加
味
し
て
今
一
応
委
員
会
ぞ
芯
い
て
諦
査
す
る
必
要
力
冷
る
と
法
が
t

夬
こ
父
対
し
た
0
 
そ
の
後
、
上
一
青
町
長
力
ら
軸
油
好
赦
の
到
W
ぽ
カ
ル
さ
れ
法
案

の
採
決
の
結
果
は
、
贅
成
四
七
対
反
対
三
五
の
崟
生
C
否
決
さ
れ
た
。

以
上
訟
リ
'
の
符
議
で
は
、
林
、
逓
口
村
上
と
し
っ
た
多
荏
納
g
覧
側
員
の

鞁
極
的
な
埜
.
U
か
見
ら
れ
た
。
法
案
の
惰
趨
で
は
、
研
究
会
は
法
案
反
対
、
引
薪
会

は
汰
楽
螢
成
が
大
勢
を
卜
U
め
る
な
力
、
懇
牛
"
会
の
領
袖
谷
力
、
辻
穿
反
刈
恵
見
を
述

゛
ー

ぺ
る
と
い
う
伏
況
に
あ
り
、
そ
、
0
し
た
乢
巣
力
崟
h
で
の
サ
与
否
U
と
な
っ
た
こ
と

力
わ
力
る

^
^
^
先
四
^
^
五
じ
は
、
伊
藤
導
L
^
内
閣
^
、
呼
^
ψ
^
-
C
あ
っ
た
^
^
^
"
ー
^
砂
の
子
卦

通
過
と
の
交
典
条
件
で
地
価
修
正
怯
案
を
政
府
捉
出
祭
飛
と
し
て
郷
嗣
院
の
知
詳
に

一
姿
ね
て
い
る
。
ま
た
、
地
価
修
正
の
財
源
と
し
て
政
・
雁
は
、
酒
税
・
押
却
税
.
一
"
得

^
^
曽
^
^
^
剥
^
を
^
^
^
^
^
^
^
。
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
L
^
^

顎
税
・
姪
草
税
を
否
決
し
て
し
ま
っ
た
。
内
矧
は
、
^
地
佃
修
正
法
穿
」
だ
け
を
成

立
さ
せ
る
わ
け
に
は
行
か
ず
、
新
越
当
仞
政
1
持
の
為
に
法
#
の
封
成
に
向
力

お
う
と
し
た
溌
貝
に
働
き
か
け
て
、
反
対
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
粟
九
会
へ
+
叫
接
働

き
か
け
キ
行
っ
て
い
た
伊
来
巳
代
治
内
闇
*
絶
・
符
長
か
齊
翰
を
発
し
、
研
究
会
一
抄
属

{
四

屯
貰
■
梁
反
対
の
指
示
ガ
出
さ
れ
て
い
る
。

小
於
浣
の
淡
希
罷
は
、
明
治
二
五
午
三
村
一
二
日
、
特
別
蚕
旦
弐
却
後
の

一
打
一
三
U
、
一
閣
H
、
一
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

年

明
治
一

11

訳
那
川
会
こ
一
^
風
し
た
京
忠
順
の
工
記
に
は
三
月
一
四
日
力
ら
^
卯
会
所
^
^
第

一
議
会
の
「
多
額
納
税
煮
貰
仮
小
欝
」
叟
黛
の
多
纐
納
利
署
轡
同
志
に
ょ

る
令
太
U
と
恩
わ
れ
る
^
で
地
価
修
正
法
案
に
賛
成
と
決
^
し
、
そ
の
た
め
の
^
測
を

行
ウ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
六
午
一
村
六
日
に
は
、
原
の
伝
礼
に
ょ
る

と
、
^
(
鍋
島
)
辿
彬
公
と
趣
名
し
て
、
地
価
修
正
愆
見
醤
を
易
邪
委
員
及
ひ
同
志
に

配
布
せ
り
。
此
の
日
、
地
価
修
正
に
就
て
、
瀛
送
9
べ
き
艘
松
を
゛
↓
し
て
罪
孰
鞭
ぢ
す

る
折
あ
り
。
山
寸
ら
之
力
為
に
油
n
せ
り
。
ヒ
日
応
侯
(
呼
忠
俳
)
は
地
仙
修
正
に
就

て
は
暖
急
の
意
見
を
有
す
る
を
以
て
小
浜
(
武
雄
)
、
山
口
(
尚
芳
)
曾
我
(
祐
池
)
、

三
浦
(
安
)
、
松
平
乗
永
諸
氏
を
訪
問
し
て
害
省
ル
を
,
父
^
す
。
諸
氏
悉
く
賛
同
^
り
、

山
惚
 
N
乎

-1'

ノ、
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'
現
、

八
U
谷
(
干
成
)
^
を
訪
ふ
、
子
も
亦
贇
司
す
^
と
い
、
0
伏
況
で
あ
う
た
。

娠
は
、

地
価
修
謬
質
現
の
多
一
徹
Y
g
葛
J
共
と
は
力
り
、
匙
殺
会
の
讃
鞍
a
こ
竹
成
を
心
め

て
い
る
こ
と
か
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
パ
介
も
^
灸
同
^
し
た
旨
^
■
さ
れ
て
い
る
が
、

焚
三
C
は
谷
は
、
*
桑
に
反
対
し
た
。

一
方
、
何
究
会
で
は
、
一
三
H
の
符
鞍
に
先
立
ち
、
一
河
一
一
日
雄
隻
厶
鮪
に
て

会
条
も
た
れ
て
い
る
。
本
件
の
議
題
は
「
地
紬
疹
正
W
二
対
シ
本
会
二
於
テ
賊

{
疋
七
ル
カ
挺
二
従
ヒ
侍
ホ
詳
如
ノ
打
、
」
見
ヲ
健
雄
ス
ル
ー
」
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
瑞

-
 
3
 
-

論
は
以
下
の
趣
り
で
あ
っ
た
。

^
^
^
1
包
左
バ
^
,
ず
^
^
^
ノ
押
^
山
川
「
^
一
一
日
ノ
■
゛
^
日
"
」
一
^
ヒ
リ
暁
一
^
゛
一
^

ハ
本
日
一
診
会
鮮
二
於
テ
懐
時
厶
議
ヲ
棚
キ
司
山
趣
二
対
ス
ル
密
淡
ヲ
武
シ
タ

ル
後
本
会
ス
一
效
ヲ
以
テ
同
珍
冷
ヲ
木
畏
ス
ル
コ
ト
ニ
決
セ
リ
。

右
一
一
恵
ヲ
要
ス
ル
嚢
二
村
特
郵
ヲ
以
テ
及
御
通
知
候
。
沈
テ
ハ
明
士
盲
ハ
必

ラ
ス
御
出
院
ニ
テ
本
会
ノ
帝
戴
ヲ
ー
分
二
劉
表
一
一
希
成
女
候
也
。

川
^
札
U
メ
^
ー
ト
^
 
H
 
O
^
^
^
r
^
〆
チ
^

追
テ
砂
砺
好
取
沙
案
ノ
誥
介
ヲ
附
託
ス
ヘ
キ
嶋
別
妥
員
ノ
撰
挙
ハ
灘
長
ノ
旨
名

二
任
ス
ヘ
キ
コ
ト
一
五
1
悟
樹
乢
段
併
テ
申
進
咲
。

こ
の
よ
う
に
研
究
会
と
し
て
は
法
案
反
対
の
方
針
が
決
め
ら
れ
た
が
、
会
n
で
多

一
一
^
^
^
^
一
,
^
叩
^
^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
兵
^
エ
^
^
^
波
^
じ
、
^
ハ
^
^
戊
^
』
^
Π
^
を
^
一

、
謎
一

べ
て
、
る
こ
と
之
け
目
さ
れ
る
。
特
跡
委
a
会
の
会
罷
日
は
一
村
一
一
 
H
で
あ
っ
た

た
め
、
研
究
会
の
決
1
儲
で
あ
0
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
火
吉
も
河
能
で
あ
0
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
の
研
究
会
で
は
、
多
談
納
税
名
泌
員
に
つ
い
て

は
、
「
政
舸
を
^
幼
す
る
と
い
、
つ
の
^
大
力
針
な
ん
で
す
。
そ
、
?
し
て
そ
れ
に
は
、

^
川
,
"
"
卓
^
^
^
^
^
り
、
^
^
^
雛
^
^
^
動
^
^
ι
^
^
「
^
^
一
^
爪
^
^
^
^
L

希
史
を
堅
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
力
ら
、
必
ず
決
罷
し
た
も
の
に
は
Ⅲ
従
す

る
け
れ
ど
も
そ
れ
て
は
中
に
は
,
謹
分
の
也
位
た
と
力
尭
越
た
と
力
可
だ
と
か
い
、
0

こ
と
で
ど
う
し
て
も
贇
戒
か
で
き
ぬ
人
が
出
来
る
、
或
る
い
は
多
額
納
税
岩
で
あ
れ

ぱ
士
地
の
状
禦
寸
に
依
っ
て
、
そ
ん
な
嘔
を
し
た
ら
大
変
に
鹿
分
の
凝
に
関
わ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
除
外
例
を
剛
い
て
桜
い
て
、
そ
の
時
の
役
員
に
、

蹴
獣
員
と
力
い
っ
た
火
僻
呉
て
は
な
い
、
そ
れ
に
*
し
川
て
そ
れ
か
ら
礒
決
し

二
抑
一

て
新
さ
れ
る
^
と
の
狐
相
^
に
兎
る
よ
、
つ
に
、
多
^
^
^
^
ー
^
員
の
東
怜
に
は
、
寺
に

配
戀
し
て
い
た
よ
う
で
、
地
城
の
山
姑
を
鑑
み
て
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
決
淺
句
東
の

除
外
を
砕
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
委
R
会
の
符
決
は
反
対
が
多
数
を
占
め

メ

一
鰯
一

否
一
諄
て
の
一
三
H
の
径
゛
は
、
第
三
健
両
様
、
放
府
へ
の
質
川
や
賛
否
の

愆
見
力
述
べ
ら
れ
て
し
る
。
賛
成
意
見
と
し
て
は
丹
我
祐
翆
、
ト
沢
武
緋
(
騏
ミ

会
)
、
林
一
『
右
待
"
ら
力
、
航
悦
が
あ
り
、
一
方
反
対
の
・
捌
悦
よ
、
武
井
守
正
(
無

所
属
)
、
鳥
尾
4
勃
太
(
火
汎
似
拠
荊
)
、
小
凍
重
哉
(
岻
所
属
)
ら
か
行
っ
て
い
る
。

二
辺

一
四
Ⅱ
の
筆
波
に
お
い
て
は
、
渡
辺
驥
(
延
所
属
)
の
反
対
、
長
谷
騰
貞
雛
(
大
和

炉
深
邑
の
賛
成
、
一
特
紫
朝
(
愨
話
会
)
の
反
対
、
儒
一
順
の
賛
成
、
弓
崎
三
良

一
認
、

の
反
対
八
李
打
卿
(
可
究
会
)
の
賛
成
四
繞
の
後
、
三
噺
女
よ
"
北
急
動
縱
が

^
出
さ
れ
、
延
会
と
な
っ
た
。
こ
の
延
会
に
つ
い
て
、
研
究
会
は
、
^
反
対
論
者
ノ

幣
亨
推
油
ス
ル
ニ
Ⅱ
タ
ニ
戻
テ
延
会
ノ
淡
ヲ
発
シ
タ
ル
ヤ
共
顎
X
汁
、
契
夕
熟

七
ス
ト
ス
ル
ニ
在
ス
シ
テ
若
シ
畔
タ
ヲ
以
テ
一
謡
会
二
対
ス
ル
採
決
ヲ
為
ス
一
一
至
ラ

ノ
必
ラ
ス
d
イ
叙
二
粥
ル
ノ
恐
ア
リ
シ
ニ
出
テ
タ
ル
設
^
ト
被
有
渓
。
統
テ
ハ
今
日
洗
弓

ト
共
二
場
十
六
日
ハ
大
多
数
ヲ
以
テ
反
対
倫
名
二
当
ル
ヘ
キ
御
御
東
ヲ
為
シ
羅
ク
ノ

B3)



必
要
ヲ
感
シ
佐
会
員
諸
港
巾
倒
一
名
タ
リ
ト
モ
倒
欠
席
有
之
斯
ハ
火
二
採
リ
一
一
景

(
5
〕

将
ヲ
及
ホ
ス
可
ク
」
と
竺
て
、
結
東
し
工
雜
ψ
に
器
し
、
研
秀
司
定
の
方
到

璽
条
邑
を
と
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

{
0
}

一
六
日
の
本
厶
系
で
は
、
反
対
外
山
正
一
、
賛
成
曾
我
、
反
対
波
辺
沽
、
於
成
三

浦
安
、
反
対
谷
干
城
の
額
説
が
あ
っ
た
。
賛
否
投
票
の
結
果
、
質
成
四
九
対
反
対
一

二
四
で
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
、
第
四
雙
工
に
お
い
て
も
、
第
最

会
の
状
況
と
大
差
な
く
地
価
修
正
は
退
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
、
つ
な
疑
況
の
中
で
、
一
方
の
地
価
修
正
を
目
指
す
多
知
納
税
者
靴
R
は
、

新
た
な
動
き
を
見
せ
た
。
珊
究
会
に
地
創
修
正
を
非
と
す
る
多
菰
納
税
煮
管
{
か
多

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
懇
製
工
・
一
硫
会
所
属
の
多
額
納
税
考
談
員
は
、
地
価
修
正

に
枯
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
第
嘉
斌
会
を
前
に
一
団
体
を
結
成
す
る
。

k
」

史

五
、
地
価
修
正
派
多
額
納
税
者
議
員
に
よ
る
新
団
体
の
設
立

第
五
腎
一
W
璽
剛
に
、
器
岑
一
硫
会
及
び
熊
一
所
属
の
多
怨
納
税
名
議
員
は
、

^
第
五
期
囲
会
同
志
会
(
又
は
^
館
同
志
会
・
こ
の
名
は
染
会
の
場
所
を
麹
岡
区
内

、
¥
町
の
邑
館
に
も
っ
た
こ
と
に
ょ
る
^
キ
江
和
成
し
、
地
側
^
正
の
突
^
を
圃
ろ
う

〔
母
〕

と
す
る
趣
動
を
行
っ
た
。

同
志
厶
尋
加
者
は
、
駅
諾
会
・
一
硫
会
・
無
所
属
の
所
属
の
多
類
納
税
者
議
R
の

み
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。
剛
研
為
網
の
「
明
竺
十
六
年
十
一
月
旦
.
鷺
叩
五
期
駆
会

同
支
ご
と
迦
す
る
町
線
に
は
、
「
明
治
Π
六
年
十
一
月
廿
五
n
 
昨
年
芽
恒
志
協

淡
ウ
~
結
緊
に
衣
り
第
五
期
国
会
中
染
会
可
赦
置
之
舛
棚
詳
せ
し
に
方
之
堺
阿
に
当
勿

仮
股
す
る
に
決
す
」
と
あ
り
、
二
五
年
か
ら
の
協
議
の
結
果
、
染
会
莎
を
麹
晒
区
内

一
丁
目
世
館
と
し
て
詞
志
会
設
匙
が
杁
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
力
る
。
前
第
四
診

会
で
も
、
多
額
納
^
^
議
員
に
ょ
る
^
染
会
所
^
で
協
議
か
行
わ
れ
て
い
た
が
、
よ

り
明
虞
な
政
治
目
的
を
と
も
な
う
会
合
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
会
に
会
員
と
し
て
名
.
轟
ね
た
の
は
、
以
下
の
多
額
納
税
者
"
貰
で
南
っ

一
心
一

た
。

,
1
珍
彦
(
醗
Ⅲ
会
)
、
原
忠
噸
(
牒
女
、
翻
武
吉
則
(
馨
脚
会
)
蟹

江
史
鄭
(
一
而
会
)
、
筥
蠣
和
五
(
鑾
崟
、
三
木
与
吉
鄭
(
鑾
崟
、
一
北1

ぬ
修
平
(
懇
話
会
)
、
深
原
為
網
^
懇
話
会
)
、
久
保
田
真
吾
^
三
眺
厶
鴛
吉

寸
鋤
次
耶
(
無
所
属
)
、
林
宗
右
衛
円
験
薪
会
)
、
水
之
江
治
(
無
可
属
)

市
島
徳
次
郎
<
無
所
属
)
、
関
口
弥
五
(
馨
送
、
神
戸
政
次
(
無
所
邑

郷
毛
黛
皿
(
無
所
属
)
、
田
部
長
右
衛
門
<
無
所
属
)
、
§
桂
策
(
翌
当
、

%
而
膝
十
町
(
恕
野
崟
中
司
引
真
(
恕
話
A
ど
鐵
湃
何
兵
佛
(
尋
男

関
田
可
述
(
無
所
邑
魯
土
条
(
無
所
邑
角
田
林
兵
律
(
馨
脚
色

鈴
木
^
五
郎
(
三
曜
会
)
、
岡
野
是
^
^
無
^
属
)
、
山
田
卓
介
^
無
一
^
属
^
、

井
〒
A
太
(
智
蔀
札
全

こ
の
人
名
の
内
、
注
目
す
、
^
き
は
、
第
四
談
会
で
は
研
究
会
に
所
属
し
た
宮
崎
總

水
之
江
浩
、
庇
毛
係
沙
じ
あ
る
。
三
名
は
研
究
会
を
脱
会
し
、
{
倫
は
弧
需

流
、会
へ
、
水
之
江
と
鹿
毛
(
鹿
毛
の
選
出
県
の
福
岡
は
、
当
初
地
価
の
修
正
反
対
県
で

あ
っ
た
が
、
贅
成
に
移
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
)
は
無
所
属
に
移
り
、
同
時
に
こ

の
同
志
会
に
弼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
地
価
修
正
に
対
す
る
賛
成
の
椛

R
を
粘
染
す
る
動
き
へ
の
呼
応
か
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(
}
内
は
、
姉
五
議
会
に
お
け
る
所
繕
厶
泉

山

'、弔!雫
ー」'

幸
町
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旭
併
n
志
会
の
政
治
減
動
の
中
心
的
深
題
は
第
五
鱗
会
で
の
也
備
惨
正
上
桑
遊
女

で
あ
っ
た
。
三
月
三
日
に
は
俊
院
内
会
派
に
対
し
運
動
す
る
た
め
で
三
爪
交

渉
委
員
を
指
名
す
る
事
」
を
杁
L
、
駅
嵜
会
へ
は
●
車
珍
琴

俗
轍
三
岬
会
へ

は
針
オ
伝
五
劇
何
究
会
へ
は
吉
寸
角
治
飢
・
 
m
祁
乏
右
新
町
・
太
ウ
H
1
告
ゞ
だ

渉
委
g
と
な
っ
大
ま
大
伊
日
「
地
織
修
正
派
企
般
之
染
会
を
縦
す
*
、
Ⅱ
心
会

時
俊
は
三
浜
X
沙
の
確
定
す
る
も
の
と
す
」
と
さ
れ
、
「
述
動
の
力
針
綾
範
大
匝

及
人
一
嘘
人
臣
訪
問
の
乎
」
、
さ
ら
に
「
地
個
修
正
派
河
鞭
会
を
詮
く
る
班
」
を
決
琶

0

こ
の
悌
、
「
地
側
穿
に
就
て
激
烈
な
る
迎
動
を
な
す
こ
と
を
島
宅
」
し
た
と

い
う
0

翌
一
三
日
に
は
、
「
地
価
修
正
剛
踵
に
刊
、
各
派
交
渉
之
上
左
の
通
り
通
知
す
る

に
ジ
」
し
、
そ
の
文
面
は
「
共
啓
地
価
W
に
付
御
協
淺
懲
け
零
N
有
之
英
条
、

7
 
生
一
、
マ

日
一
'
^
^
W
^
ル
^
山
二
^
^
会
^
^
伽
^
^
エ
^
遊
^
^
^
没
Ⅱ
1
R
庁
^
^
也
^

-
 
6
 
}

と
さ
ー
オ
立
r
 
こ
の
,
L
鞠
は
曾
^
N
町
十
 
T
・
書
リ
"
ハ
ハ
武
琳
、
金
子
有

卿
、

'
"
^
^
^
゛
^
、
^
訂
^
^
山
^
^
<
^
^
^
じ
^
^
し
^
さ
^
^
、
^
る
。
子
や
一
^
、
^
心
子
、
女
亟
^

研
究
会
の
所
属
で
あ
っ
た
。
研
究
会
内
に
お
い
て
地
価
修
正
爪
に
近
い
存
在
だ
っ
た

と
思
わ
ー
る
こ
の
一
農
厶
盆
で
の
象
会
は
、
三
"
一
五
汀
也
他
ノ
正
条
崟
と

一
磁
一

し
て
W
方
れ
五
0
名
力
会
し
、
述
動
R
か
撫
一
ば
れ
た
。
こ
の
運
動
の
卞
で
、
^
唯

市
な
る
多
怨
糾
税
罷
員
の
団
体
キ
瓢
織
す
る
こ
と
を
協
瀦
」

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
か
、
一
讐
雲
工
は
、
突
際
で
の
外
交
俳
お
紛
糾
か
ら
(
改
婁
兄
、
、
.
永
一

民
協
会
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
硬
一
余
が
、
「
現
行
参
村
励
行
建
洪
会
」
な
ど
を
是
出
し

て
、
厳
し
く
政
・
府
の
外
交
政
策
を
批
松
し
た
)
、
政
仔
は
、
三
月
一
九
n
に
停
会

を
仙
げ
式
会
排
け
の
二
九
日
さ
ら
に
停
会
し
、
鼎
日
綻
会
を
界
孜
し
た
。
こ
の
た

御
^
^
^
"
一
^
^
^
^
り
,
^
^
^
Ⅲ
^
見
^
^
^
ー
^
^
^
^
一
^
^
こ
^
、
^
、

め
政
町
附
の
「
帰
地
価
特
班
修
正
案
」
は
、
三
月
吾
雍
傍
を
通
過
L
て

い
た
か
、
擬
族
院
で
密
議
未
了
と
な
っ
て
不
成
立
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
第
本
戒
会

も
男
"
日
ず
城
争
ヰ
の
券
七
・
条
八
議
会
で
は
、
地
価
惨
正
が
珂
越
と
さ
ル
る
こ

と
は
加
く
、
こ
の
問
題
は
H
涛
噂
依
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

な
お
、
多
額
納
税
者
議
員
の
主
体
的
な
政
治
遮
携
は
継
枇
し
、
こ
の
後
「
同
志
会
^

島
る
い
は
「
地
鮪
同
志
会
」
と
呼
ぱ
れ
る
そ
の
政
1
倒
体
は
、
旦
鞍
争
後
も
雛
机

し
、
多
額
納
税
量
貰
の
改
送
が
行
わ
れ
た
明
治
三
0
年
ま
で
茨
た
。
同
喜
お

-
6
)

活
動
と
そ
の
後
の
齢
纏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
蕩
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に

こ
の
よ
う
に
、
研
九
容
員
以
外
の
多
類
納
税
者
罷
員
に
ょ
っ
て
、
第
五
繋
工
に
は

一
つ
の
団
体
か
麹
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
地
優
ノ
正
の
貰
族
院
一
謎
を
艮
旨
す
と
、

う
と
こ
ろ
に
鷲
恢
か
あ
っ
た
の
で
あ
る
0

お
わ
り
に

以
1
、
'
何
如
J
会
の
毅
族
院
に
お
け
る
多
頬
納
税
煮
雛
員
の
政
治
会
長
に
つ
い
て

捗
吋
し
た
。
議
会
電
好
剖
か
ら
独
自
の
一
引
体
を
没
け
よ
う
と
し
た
多
煩
納
税
者
繍

員
ば
芽
一
"
会
に
は
^
多
談
納
税
者
碇
員
仮
事
酪
^
」
を
股
陞
し
て
、
一
女
し
た

政
治
活
動
キ
L
行
お
う
と
し
た
。
夲
堕
じ
は
そ
の
活
動
の
一
学
τ
明
ら
か
に
し
た
。
た

だ
し
、
一
市
県
の
創
・
瞥
力
対
立
す
る
場
合
な
ど
で
は
、
仮
郭
務
所
こ
よ
る
統
制
は
・
谷

易
で
は
な
か
っ
た
。

地
鯛
修
Ⅱ
出
翹
力
牙
当
傷
で
、
器
さ
れ
る
な
か
、
多
領
納
税
煮
貫
の
■
こ
、
こ

の
案
に
反
対
し
よ
、
つ
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
九
、
そ
れ
が
、
築
二
議
会
以
峰
こ

4〕

し
大:63

111:【
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顕
在
化
す
ゑ
鉄
院
内
の
政
治
系
へ
の
多
纈
納
税
者
議
呉
の
加
入
に
斯
子
る

第
二
議
会
、
谷
干
城
の
「
施
政
ノ
方
竺
刈
ス
を
鱗
飛
」
の
賛
否
か
賀
族
院
縦
員

の
会
振
所
属
の
府
趨
を
左
右
し
た
と
老
え
ら
れ
て
い
る
が
、
多
頴
納
税
者
議
艮
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
建
洪
飛
否
決
の
後
、
研
究
会
か
多
額
納
税
*
乱

員
の
何
人
か
を
吸
収
で
き
た
要
因
に
は
、
地
価
修
正
問
契
の
対
応
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
、
一
方
^
光
九
^
=
と
^
^
剛
^
に
あ
0
た
繊
^
叩
会
や
三
暁
会
^
は
^
Ⅲ
^

王
を
悟
指
す
多
郁
納
税
者
裟
員
か
染
ま
る
傾
向
か
あ
っ
た

こ
、
つ
し
た
多
類
納
税
煮
賢
の
会
派
加
入
の
動
向
は
、
似
ら
力
各
駒
卵
の
代
表
と

し
て
そ
の
送
謄
お
利
{
学
反
映
す
る
性
洛
を
色
濃
く
有
L
て
い
た
こ
と
を
矛
し
て

い
る
。
^
、
一
吋
^
珂
^
て
き
た
山
田
^
^
^
門
は
、
山
^
^
工
俳
都
酪
依
冴
^
^
^
r
u
^
誓
・
ソ
^
W

一
冊
一

(
剣
力
党
系
、
院
内
で
は
無
哘
属
)
や
賀
"
院
張
曾
登
嚇
あ
る
い
は
冴
誇

{
心
一

徒
罷
1
司
氾
わ
^
貞
^
自
"
ル
^
千
^
野
諄
惜
^
貝
^
餘
i
則
右
砕
ド
^
拶
一
^
阿
靴
寸
^

(
ん
〕

^
^
明
^
伽
一
^
^
年
^
当
[
^
、
当
由
小
^
界
^
と
い
0
た
^
^
県
゛
^
出
の
沖
H
^
砧
^
^
員

と
奈
乢
を
持
っ
て
政
治
行
動
ミ
汀
っ
た
こ
と
か
小
長
榔
か
ら
推
{
雫
き
る
多
額
納
利

名
議
員
こ
よ
る
衆
議
犠
腎
{
な
ど
と
の
述
挑
ガ
い
力
に
図
ら
れ
そ
れ
力
彼
ら
の
】
川

^
^
る
^
貝
^
^
の
^
五
^
^
^
^
に
^
^
な
る
ψ
^
刈
シ
τ
ト
^
え
て
い
っ
た
^
^
は
、
ι
之
^

も
検
討
を
要
す
る
器
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

J
.

T
.

(
2
)
当
珂
の
叢
院
の
会
派
に
脚
す
る
研
究
の
内
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
寸
甥
尉

^
^
^
^
^
会
^
^
^
^
一
一
^
、
^
^
^
ω
^
^
^
^
尚
^
伊
珀
^
徐
^
ナ
^
0
向
^
市
^

Jム
姦
續
器
於
院
と
薙
族
一
念
N
厶
蠢
、
昭
和
六
三
年
)
、
拙
普
一
明
治
立
憲
政
治
と
賀

傑
』
(
吉
川
弘
文
紺
、
二
0
0
二
年
)
、
内
薜
一
成
一
'
貴
傑
と
轟
政
治
』
(
思
文

剛
出
版
、
二
0
0
五
年
)
、
祠
妥
族
院
.
一
(
同
成
社
、
二
0
0
八
年
)
、
西
霖
太
郎
一
大

止
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
と
貴
族
院
』
(
成
'
藁
、
二
0
0
五
年
)
、
同
一
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
と
叢
院
改
革
一
(
成
文
堂
、
二
0
 
一
六
年
)
、
高
橋
秀
渡
「
出
W
旅
院
支

配
の
桝
造
」
(
懲
ナ
熊
捜
九
倒
1
二
号
、
一
九
八
五
年
二
月
)
な
ど
が
あ
る
。

(
3
〕
本
洲
尤
の
た
め
の
資
料
讓
六
^
に
条
し
て
長
^
卯
斗
野
寸
'
^
^
(
^
杓
}
山
m
曾
じ
料

館
」
の
寺
・
整
友
、
山
那
正
子
両
氏
な
ら
び
に
中
野
市
立
愽
物
鯨
の
太
裟
士
氏
に
た

大
な
る
ご
配
感
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
一
^
者
は
、
本
史
^
を
利
用
し
て
、
別
に
^
貴
族
院
の
会
^
^
研
究
会
の
初
期
^
会

則
.
一
・
窺
製
に
つ
い
て
」
霽
山
碓
』
三
六
号
、
二
0
 
一
八
年
三
月
)
を
発
表
し

て
い
る

(
4
)
こ
、
つ
し
た
評
細
は
、
野
剛
五
竺
、
長
ど
元
論
.
一
上
(
建
桟
社
、
一
九
二
六
年
刊
)
な

ど
に
見
ら
れ
る
。

(
5
)
鴛
撃
「
第
一
界
族
院
多
裁
談
県
業
に
つ
い
て
1
明
治
二
三
年
東
芽
斥
の
場

合
」
又
日
本
歴
史
』
一
九
八
六
年
九
河
)
な
ど
も
、
こ
う
し
た
評
価
の
存
在
キ
」
指
抽
し

て
い
る

{
6
)
尚
友
似
楽
部
・
内
藤
一
成
編
一
1
 
器
厶
途
記
』
(
製
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
七

尚
女
倶
楽
都
二
0
0
四
年
刊
)
、
二
四
一
頁
。

(
7
)
「
初
期
貰
族
完
多
額
納
税
老
議
員
の
政
治
的
位
置
づ
け
1
譯
岬
為
網
の
活
抑
と
多
額
糸

税
老
罷
R
の
団
体
「
祠
志
会
」
 
1
」
(
犬
塚
孝
明
縦
一
明
治
困
家
の
政
策
と
思
墾
、
吉

川
弘
文
銘
、
二
0
0
五
年
)
。
上
配
執
一
碓
に
お
い
て
、
多
植
剖
悦
岩
ず
員
擇
炉
為
綱
゛
六

立
^
岑
一
U
^
■
牝
^
^
非
ホ
^
斗
^
^
、
^
^
山
^
で
^
^
^
^
^
^
^
^
.
さ
岬
一
^
^
^
^
^
小
.
^
、

説
瑚
伊
膝
愽
文
一
'
小
淡
義
矧
一
岱
涯
文
加
、
一
九
凶
0
年
)
六
八
颪
。
告
蓬
ず
一
一
西
条
の

(
1
〕

Ⅱ
史

乎

注

0

B6)



市
入
矧
Ⅱ
足
念
鯨
御
丁
系
の
畢
票
燕
子
氏
の
こ
庁
・
ぜ
を
"
"
て
倒
覧
の
撲
会
を
U
た
、

こ
の
^
之
呼
〒
文
汚
^
は
呉
寸
4
帥
訂
咲
^
^
符
宰
力
一
^
U
^
し
人
纂
h
"
^
^
゛
^
N
^
と

な
0
て
い
る
、

〔
8
)
明
趙
三
牛
一
 
0
月
三
挺
赫
山
田
宛
内
海
忠
鸞
口
姑
弐
山
Ⅷ
女
文
"
ご
、
た
0
1
六

一
三
〕
。

(
9
}
^
小
貝
^
院
キ
^
n
^
地
に
0
き
^
^
^
門
^
^
^
^
山
矧
{
R
文
"
げ
^
五
1
一
 
1
四
1
 
一
一
)
、

1
 
υ
^
訂
^
ケ
上
q
、
ノ
月
二
一
E
寸
1
Π
^
一
」
゛
リ
恥
"
^
F
、
^
一
牝
・
{
ロ
"
J
J
 
^
"
Ⅱ
上
^
ー
^
^
J
 
L

1
五
八
三
)
0

{
H
)
八
Π
三
日
付
"
翰
?
山
田
文
冉
、
九
0
1
三
円
一
ー
ゴ
9

(
W
)
一
東
京
暢
n
秒
鰯
"
一
暁
治
二
三
年
九
"
二
七
袋
邑
{

(
玲
〕
一
1
W
哥
W
滞
一
Ⅲ
治
二
三
年
一
 
O
H
 
三
Π
ぢ
。

^
^
^
^
"
^
^
一
^
^
^
^
月
^
」
^
臼
村
^
・
^
^
^
'
、
^
^
^
一
^
^
U
、
^
^
^
癌
、
艶
^
^
U
,
^
、

山

磁
蛾

"
リ
 
j
t
 
j
^
孔
¥
ー
^
^
ー
^
^
^
^
ι
則
貝
、
T
h
'
^
^
^
^
^
ー
^
^
^
^
^
^
^
^
「
^
、
ー
^
ー
^
ー
」

事
」
所
収
%

(
亜
渡
器
吉
外
ヒ
名
き
輸
(
「
山
山
女
文
井
」
、
九
0
1
三
円
二
ー
ニ
0
二
Y

(
玲
)
札
細
宛
に
も
こ
の
会
合
の
案
内
が
送
ら
れ
て
い
る
ミ
山
田
宗
文
井
」
、
三
四
一
 
1
一

ニ
%

^
^
)
こ
の
ム
ニ
に
^
い
て
は
、
"
^
^
捌
一
^
^
^
^
妃
^
^
"
^
^
リ
^
伽
と
貰
^
完
^
一
じ
^
し
く
^
^
し
た
、

(
揺
)
饌
会
熱
箪
族
資
料
闘
充
委
Q
会
霜
築
^
.
飛
族
会
鮪
誹
^
下
{
暄
会
^
、
一
九
八
六
午
}
、

^
^
^
^
・
」
、
、
゛

(
N
)
一
東
京
栃
日
新
Ⅲ
』
明
竺
三
牟
二
"
τ
二
日
ぢ
。

」1

⑳
「
剛
治
政
史
」
、
一
明
治
文
化
金
染
誘
云
」
(
Π
大
●
ゞ
、
一
九
二
九
羊
)
二
七
八
貞
.

(
討
X
明
竺
二
午
}
一
 
0
打
二
π
日
付
多
護
納
税
各
礎
a
仮
加
疹
所
紳
町
古
朔
」
二
山
山

.
5
,
丈
゛
'
ゾ
ー
四
墜
ム
ー
川
〕

(
^
}
^
命
令
と
満
則
1
明
リ
^
佃
二
三
年
法
^
彬
.
^
四
号
の
例
{
戚
と
^
購
を
め
ぐ
つ
て
^
、

牝

(
9
)

叟
τ
一
三
"
ザ
、
一
九
九
一
一
年
、
蛇
び
に
前
掲
拙
X
。

「
山
田
唆
文
器
」
{
允
0
1
三
醤
二
ー
ニ
六
八
X

ク
訂
,
L
,
Ⅱ
,
'
,
,
ナ
、
つ
リ
忠
一
発
一
汀
、
一
九
二
万
乍
}
、
四
0
0
貞
以
F
。

前
掲

「
山
瓔
文
古
」
(
九
0
1
四
一
 
0
ー
ニ
。

懇
川
¥
・
ど
一
ヂ
鼎
Ⅷ
圧
秀
牙
成
の
央
的
蔀
嵐
1
地
Ⅱ
改
正
,
地
価
修
正
の
政
治
'
"
一

〔
法
俳
文
化
社
、
一
允
九
一
尿
〕
、
鵬
三
一
可

,
コ

旧
一
ー
リ
那
U
1
"

四
一
暴
<
爽
。

ー
%
汀
剛
'
一
明
治
ご
三
年
三
月
二
六
U
牙
。

島
海
が
「
初
期
器
に
お
け
る
建
山
党
の
憐
造
と
諾
」
、
↓
駆
史
孚
硬
』
二
五
五
号
、

一
午
ヒ
月
0

ノ

^
W
ゞ
^
,
^
^
^
Ⅱ
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
"
^
賑
二
^
^
^
、

{
■
}

{
9
}

<
3
)

四
四
三
旦
,

呼
狐
f
 
四
0
 
一
奥

厩
)

一
認
〕

税
川
削
掲
井

一
迅

-
2
)

な
お
、
於
成
行
の
数
ば
次
築
に
増
加
L
、
染
二
碇
会
は
九
允
名
(
二
府
二
二
県
)
、
築

三
議
会
三
七
名
三
府
二
七
蝶
、
法
案
甃
成
名
九
八
M
)
で
、
徳
四
枇
会
以
後
は
地

佃
修
正
珍
ポ
は
效
府
提
出
と
な
り
於
鷲
の
贄
成
者
は
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る

〔
小
、
辧
"
削
U
古
川
四
三
Π
Y

^
^
.
V
鯛
Ⅱ
^
Ⅲ
^
^
一
^
^
世
^
一
^
珂
一
、
^
Π
号
。

十

、

四
映
0
貞
、

屯
川
剖
掲

〔
山
瓣
宗
文
淫
」
元
0
1
三
四
二
1
一
凶
二
X

邦
・
L
挑
^
^
科
^
ゾ
ム
ム
d
^
^
 
9
"
反
卸
央
小
凱
」
^
府
、
^
・
萄
'
十
ι
Ⅱ
ー
ホ
^
^
槌
日
^
^

才
回
^
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ン
^
、
芙
辨
什
冉
房
川
^
、
二
0
 
一
三
年
 
Y

U
"
U
1
"
行
 
i
一
一
1
'
W
 
・
ザ
,
小
ン
Ⅱ
、

捗
治
二
四
ず
三
月
二
0
兵
付
"
縢
心
文
鬼
金
子
墜
太
那
牝
U
矯
〒
坂
町
校
汀
『
必
れ
U

が
築
・
舗
巨
刈
^
会
姿
^
.
^
 
E
赤
」
、
一
允
三
五
年
、
墜
三
四
貞
)
。

「
於
院
の
系
「
研
巻
ご
の
初
期
「
会
則
」
・
「
規
難
」
に
つ
い
て
」
弐
脊
山

出
・
ゞ
"

」
ー

ト

山

ー」.

ノ、
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早
r

+
.
ー史

学
.
一
一
壬
ハ
号
二
0
 
一
八
年
三
長
で
、
そ
の
人
名
を
示
し
て
い
る
。

(
0
)
狗
主
出
'
。

(
虹
)
明
治
二
四
年
一
一
一
村
二
八
日
付
払
力
Ⅱ
鞍
宛
チ
家
鄭
梧
巻
翰
(
「
松
力
鳶
"
N
觜
文
匙

囲
立
囲
会
図
当
象
叢
資
梨
垂
臓
)
。

(
暢
二
郵
便
雑
知
新
開
一
明
治
二
五
年
五
村
三
日
号
。

(
嶋
二
東
京
崩
日
新
翅
明
治
二
五
年
牙
二
四
1
。

(
刷
)
前
U
拙
苫
。
ま
た
、
最
近
、
前
田
亮
介
『
全
倒
政
治
の
始
動
司
匡
1
会
W
鞍
の
明

"
爾
家
」
〔
東
契
学
出
版
会
、
二
0
 
一
六
年
)
が
、
本
湖
鷲
を
詳
細
に
検
湖
し
て
い
る
。

(
嶋
〕
芋
復
繋
妥
族
院
"
班
速
六
熊
一
(
東
古
尖
学
緩
会
)
第
三
議
会
、
一
二
允
頁
以
下
。

(
妬
)
前
揺
帯
団
繋
於
族
院
一
が
述
記
経
隻
誓
一
、
二
六
聖
共
以
下

(
町
)
明
治
二
五
午
六
門
六
日
付
研
究
会
特
務
委
R
・
幹
Ⅲ
古
輸
(
「
山
田
・
家
文
古
」
九
0
1

六
流
三

(
幅
〕
前
掲
一
帝
国
繋
安
族
院
議
事
湾
継
』
第
三
堅
二
一
八
0
頁
。

(
四
)
前
拙
一
帝
圃
堅
一
貴
族
難
班
述
記
鍵
築
一
桑
会
、
ニ
ハ
0
頁
以
下
。

(
^
)
前
U
^
普
参
照
。

(
乳
)
前
掲
一
'
煉
應
亀
四
0
八
頁
以
下
。

(
訟
)
「
山
洲
文
古
」
(
九
0
1
五
七
一
 
1
一
九
)
。

(
聞
)
「
山
田
宗
文
古
」
(
九
0
1
五
七
一
 
1
文
ご
。

^
^
^
^
帝
巨
^
戚
^
咽
^
一
一
一
此
^
^
如
^
^
^
知
^
^
荘
什
端
^
昔
ず
^
剛
オ
^
兵
会
^
^
^
妃
^
ブ
年

一
月
一
一
日
(
騨
西
会
図
古
鮪
帝
国
叫
麥
金
際
)
。

一
新
鯖
日
活
厶
謹
晃
一
一
 
0
三
頁
。

(
^
)
一
^
爵
山
口
弘
述
の
回
稽
^

前
掲

翁
)
前
掲
一
、
帝
国
議
厶
語
献
院
、
雄
速
記
録
』
第
四
繋
一
、
一
九
六
頁
以
下
。

(
耶
}
な
お
、
唆
辺
は
長
野
県
細
身
の
塾
越
縦
員
。
山
隙
と
の
述
携
も
あ
0
た
と
思
わ
れ
る

(
^
)
金
子
は
、
島
根
県
出
身
の
神
官
で
、
男
爵
議
n
で
あ
0
た
。
研
究
会
可
弼
な
が
ら
地

仙
修
正
に
は
賛
成
の
ぢ
ぇ
を
^
0
て
い
た
よ
、
つ
で
島
る
。
^
究
会
の
決
議
の
例
^
と
な

(
舶
)
明
治
一
一
六
年
一
月
一
五
日
付
山
田
宛
研
究
厶
豆
器
委
呈
輸
二
山
田
文
轡
」
九
0
1

五
七
一
 
1
二
)
0

『
帝
鼎
会
貰
族
院
議
事
速
記
経
第
四
曾
一
、
二
四
三
買
以
下
。

(
0
)

「
明
治
二
六
年
二
月
日
聾
先
五
期
国
会
同
李
ご
争
径
家
史
芭
な
お
、
こ
の
問

(
飢
)

踊
ば
兆
範
「
初
期
墾
抄
院
多
紅
納
税
者
議
a
の
政
治
鄭
位
樋
つ
け
1
洋
男
網
の
橘
動

と
多
額
納
税
者
議
貝
の
団
体
「
同
奏
器
」
(
火
塚
孝
明
編
『
明
払
畠
家
の
政
策
と
田
葱
』

所
収
、
二
0
0
五
年
)
で
論
じ
て
い
る
。

「
地
得
亥
貫
名
池
」
郁
祭
史
判
」
)
。

「
明
治
二
十
六
年
十
一
月
晶
第
五
翔
国
倫
交
ご
。

前
掲
前
掲
一
綴
侯
』
四
三
頁
。

前
掲
「
明
治
二
十
六
年
十
一
月
日
誌
弟
五
期
国
会
同
志
会
」
。

前
掲
『
儷
侯
』
四
一
三
頁
。

『
原
感
侯
』
、
四
二
畢
貝
。

前
掲
前
^
^
^
^
初
期
賀
^
^
多
^
^
税
^
^
R
の
^
治
酌
位
匙
.
つ
け
1
滞
呼
為
^
の
^
劃

と
多
爲
税
者
議
R
の
団
体
「
同
交
二
」
。

(
四
明
論
二
調
年
一
一
月
一
茎
日
付
山
田
荘
左
衛
門
,
小
坂
誓
~
助
{
経
辺
築
鰯
(
「
山

Ⅱ
.
ニ
'
四
U
 
ブ
ー
ノ

元
)
明
治
二
五
年
六
打
一
三
日
付
山
田
宛
,
県
忠
貞
沓
輸
令
山
田
家
文
書
」
、
九
0
1
六
四

五
)
。

(
n
)
明
治
三
七
)
年
五
月
一
三
ヨ
刊
山
思
左
衛
門
・
小
坂
善
之
助
宛
佐
受
則
右
仰
門

冉
輸
(
「
山
果
文
赱
、
九
0
1
四
一
八
)
。

山
史

つ
て
い
た

【
1
】
本
菊
は
、
科
学
研
突
喪
袖
助
金
<
二
0
 
-
.
ハ
ー
ニ
0
三
年
座
)
張
研
究
(
旦

罷
舌
ヨ
立
〔
研
究
代
表
小
林
和
幸
)
に
ょ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

B幻

゛!!ι.
』」ー

ーエ」.

例

掲
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